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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第26期 第27期 第28期 第29期 第30期

決算年月 2019年６月 2020年６月 2021年６月 2022年６月 2023年６月

売上高 （千円） － － － 1,150,981 1,908,375

経常利益又は経常損失（△） （千円） － － － △26,981 364,257

親会社株主に帰属する当期純利益又

は親会社株主に帰属する当期純損失

（△）

（千円） － － － △32,127 238,189

包括利益 （千円） － － － △32,127 238,189

純資産額 （千円） － － 2,257,971 2,227,717 2,478,908

総資産額 （千円） － － 3,382,042 3,227,032 3,465,019

１株当たり純資産額 （円） － － 385.65 379.91 422.15

１株当たり当期純利益又は１株当た

り当期純損失（△）
（円） － － － △5.48 40.58

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 66.8 69.0 71.5

自己資本利益率 （％） － － － △1.4 10.1

株価収益率 （倍） － － － － 57.42

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） － － － 284,185 210,359

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） － － － △132,592 △84,742

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） － － － △273,583 △75,504

現金及び現金同等物の期末残高 （千円） － － － 732,324 783,128

従業員数
（人）

－ － 59 58 64

（外、平均臨時雇用者数） (－) (－) (2) (1) (2)

（注）１．第28期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、それ以前については記載しておりません。

２．第28期連結会計年度が連結財務諸表の作成初年度であり、また、連結子会社のみなし取得日を連結会計年度

末日としていることから、第28期連結会計年度においては貸借対照表のみを連結しているため、連結貸借対

照表項目及び従業員数のみを記載しております。

３．第29期の株価収益率については、親会社株主に帰属する当期純損失が計上されているため、記載しておりま

せん。

４．第29期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損

失であるため記載しておりません。第30期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

５．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第29期の期首から適用してお

り、第29期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した指標等になっております。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第26期 第27期 第28期 第29期 第30期

決算年月 2019年６月 2020年６月 2021年６月 2022年６月 2023年６月

売上高 （千円） 1,285,560 1,027,480 820,347 1,042,444 1,520,273

経常利益又は経常損失（△） （千円） 496,630 34,187 △239,057 33,680 275,766

当期純利益又は当期純損失（△） （千円） 332,172 16,356 △170,710 21,098 193,754

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － － －

資本金 （千円） 817,374 821,241 821,241 822,246 828,771

発行済株式総数 （株） 5,836,000 5,855,000 5,855,000 5,864,000 5,873,000

純資産額 （千円） 2,447,647 2,471,565 2,300,754 2,323,726 2,530,482

総資産額 （千円） 2,871,547 2,636,664 3,366,555 3,275,808 3,442,003

１株当たり純資産額 （円） 419.40 422.13 392.96 396.28 430.94

１株当たり配当額
（円）

－ － － － －

（うち１株当たり中間配当額） (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益又は１株当た

り当期純損失（△）
（円） 57.11 2.80 △29.16 3.60 33.01

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益
（円） 56.39 2.79 － 3.60 －

自己資本比率 （％） 85.2 93.7 68.3 70.9 73.5

自己資本利益率 （％） 14.6 0.7 △7.2 0.9 8.0

株価収益率 （倍） 83.79 1,057.01 △127.74 556.90 70.59

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 61,466 67,040 △144,486 － －

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △731,557 △262,250 △831,516 － －

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △49,198 △69,939 948,231 － －

現金及び現金同等物の期末残高 （千円） 839,190 573,400 550,701 － －

従業員数
（人）

38 42 45 44 49

（外、平均臨時雇用者数） ( 3 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 2 )

株主総利回り （％） 88.1 54.4 68.6 36.9 42.9

（比較指標：TOPIX） （％） (89.6) (90.1) (112.3) (108.1) (132.2)

最高株価 （円） 6,560 4,980 4,910 4,025 3,695

最低株価 （円） 2,900 1,652 2,516 1,358 1,342

（注）１．第26期から第28期の持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載

しておりません。

２．第28期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損

失であるため記載しておりません。第30期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

３．第29期より連結財務諸表を作成しているため、第29期以降の持分法を適用した場合の投資利益、営業活動に

よるキャッシュ・フロー、投資活動によるキャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー及び現

金及び現金等価物の期末残高は記載しておりません。

４．最高・最低株価は、2020年９月28日以降は東京証券取引所市場第一部におけるものであり、2020年９月27日

以前は東京証券取引所マザーズ市場におけるものです。なお、2022年４月４日以降の株価については、東京

証券取引所プライム市場におけるものであります。

５．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第29期の期首から適用してお

り、第29期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した指標等になっております。
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２【沿革】

当社代表取締役社長の津村尚史は、世の中にないオンリーワンの技術により製品を作り出し、広く社会に貢献する

ことを目指し、株式会社ジェイテック（現株式会社ジェイテックコーポレーション）を設立いたしました。設立当初

は、大手企業と創薬向け自動細胞培養装置の共同開発を進め、近年には再生医療及びiPS細胞関連機器の開発、製造

を推進しました。

また、同時に産学連携も積極的に推進し、現在の放射光施設用Ｘ線ナノ集光ミラーの事業化を開始いたしました。

本事業では、当社の自動細胞培養装置などの機器開発のノウハウを活かし、ミラー製造に関するナノ加工・ナノ計測

設備を自社にて開発し、事業の高度化・効率化を図りました。現在では、放射光施設「SPring-8（Super Photon

ring-8 GeV）」（以下「SPring-8」という。）やＸ線自由電子レーザー施設「SACLA（Spring-8 Angstrom Compact

Free Electron Laser）」（以下「SACLA」という。）に代表される国内外の先端的放射光施設やＸ線自由電子レー

ザー施設への納品を継続して行っています。

 

1993年12月 大阪コンピュータ工業株式会社との共同出資により、大阪府吹田市に資本金10,000千円で株式会

社ジェイテック（現株式会社ジェイテックコーポレーション）を設立。

1994年７月 バイオ自動機器（自動細胞培養装置、薬効評価装置）を開発。

大阪中小企業投資育成株式会社より出資を受け、資本金を15,000千円に増資。

1997年７月 「完全表面創成のための高濃度スラリー精製システムの研究開発」が、科学技術振興機構（現国

立研究開発法人科学技術振興機構、以下「JST」という。）の1997年度独創的研究成果育成事業

に採択され、大阪大学（現国立大学法人大阪大学、以下「大阪大学」という。）と共同研究を実

施。

2002年７月 「プラズマCVM法による超精密バリ除去・判定装置開発」が経済産業省の2002年度創造技術研究

開発事業に採択され、大阪大学と共同研究を実施。

2004年１月 資本金を40,000千円に増資。

2004年８月 神戸市中央区に本社を移転。

2005年４月 大阪大学及び独立行政法人理化学研究所（現国立研究開発法人理化学研究所、以下「理化学研究

所」という。）の研究成果をもとにＸ線ナノ集光ミラーの事業化を開始。

2005年８月 「タンパク質結晶化技術の開発」が2005年度兵庫県COEプログラム推進事業に採択され、研究を

実施。

2005年12月 兵庫県知事より経営革新計画（Ｘ線集光ミラー）の承認を取得。

2006年２月 「硬Ｘ線ナノ集光用高精度楕円ミラーの実用化」が新技術開発財団の新技術開発助成に採択さ

れ、研究を実施。

2006年３月 「硬Ｘ線ナノ集光用高精度楕円ミラーの実用化」が中小企業基盤整備機構の中小企業・ベン

チャー挑戦支援事業のうち事業化支援事業に採択され、研究を実施。

2006年９月 「放射光用超高精度形状大型ミラー製造技術の開発」が兵庫県の2006年度兵庫県COEプログラム

推進事業に採択され、財団法人高輝度光科学研究センター（現在の公益財団法人高輝度光科学研

究センター、理化学研究所の関連団体、以下「高輝度光科学研究センター」という。）、理化学

研究所、大阪大学と共同研究を実施。

2006年12月 神戸市よりKOBEドリームキャッチプロジェクトによるX-KOBEに認定（Ｘ線集光ミラー）。

2007年１月 ひょうご産業活性化ファンド第２号投資事業有限責任組合（ひょうごキャピタル第２号ファン

ド）より出資を受け、資本金を65,000千円に増資。

2007年２月 大阪府茨木市（彩都あさぎ）に開発センターを開設。

2007年７月 「軟骨再生医療のためのGMP対応自動回転培養システムの構築」がJSTの2007年度科学技術振興機

構大学発ベンチャー創出推進に採択され、独立行政法人産業技術総合研究所（現国立研究開発法

人産業技術総合研究所、以下「産業技術総合研究所」という。）と共同研究を実施。

2007年９月 「放射光用超高精度形状大型ミラー製造技術の開発」が兵庫県の新産業創出支援事業（新製品・

新技術：産学連携・事業連携）に採択され、研究を実施。

2009年９月 「放射光用ミラーに関する加工技術の高精度化」が経済産業省の2009年度補正予算事業戦略的基

盤技術高度化支援事業に採択され、大阪大学と共同研究を実施。

　同年同月 「形成外科用自動細胞培養装置」が経済産業省の2009年度補正予算ものづくり中小企業製品開発

等支援補助金（試作開発等支援事業）に採択され、研究を実施。

2010年４月 「Ｘ線ナノ集光ミラー製造プロセスに関する技術開発」がJSTの2010年度高度研究人材活用促進

事業に採択され、研究を実施。

2011年２月 「放射光用ミラーに関する加工技術の高精度化」が経済産業省の2010年度予備予算事業戦略的基

盤技術高度化支援事業加速枠に採択され、大阪大学と共同研究を実施。
 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテックコーポレーション(E33777)

有価証券報告書

 5/95



 
2011年３月 「再生医療等に用いる大型軟骨組織を高効率に形成する細胞培養システムの開発」が経済産業省

の2011年度第３次補正予算戦略的基盤技術高度化支援事業に採択され、大阪大学、産業技術総合

研究所と共同研究を実施。

2012年５月 「放射光用Ｘ線ミラー製造の効率化のための加工及び計測技術の開発」が経済産業省の2011年度

グローバル技術連携・創業支援補助金（一般枠）に採択され、大阪大学、OptiWorks株式会社と

共同研究を実施。

2013年７月 「ナノ集光用焦点距離可変型ミラーの試作開発」が経済産業省の2012年度ものづくり中小企業・

小規模事業者試作開発等支援補助金に採択され、大阪大学と共同研究を実施。

　同年同月 「放射光用Ｘ線長尺KBナノ集光ミラーの製造技術に関する研究」が経済産業省の2013年度中小企

業経営支援等対策費補助金に採択され、大阪大学と共同研究を実施。

　同年同月 「３次元細胞培養システムによる再生医療等に用いるヒト軟骨デバイスの開発」が京浜臨海部ラ

イフイノベーション国際戦略総合特区の2012年度課題解決型医療機器等開発事業に採択され、公

立大学法人横浜市立大学（以下「横浜市立大学」という。）、産業技術総合研究所、大阪大学と

共同研究を実施。

2014年６月 「iPS細胞等の３次元大量培養技術の開発」が経済産業省の2014年度戦略的基盤技術高度化支援

事業に採択され、産業技術総合研究所、大阪大学と共同研究を実施。

2014年７月 「再生医療等に用いるヒト軟骨デバイスの実用化のための３次元細胞培養システムの開発・事業

化」が京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区の2014年度、2015年度医工連携事業化

推進事業に採択され、横浜市立大学、産業技術総合研究所、大阪大学と共同研究を実施。

2014年10月 大阪府茨木市彩都やまぶき２丁目４番35号に新社屋を竣工し、同所に開発センターを移転。

2015年７月 「１m級長尺放射光Ｘ線ミラー用高精度成膜装置の開発」が経済産業省の2014年度補正ものづく

り・商業・サービス革新補助金に係る補助金に採択され、研究を実施。

　同年同月 細胞観察機能を有したiPS細胞用自動培養装置の開発が2015年度おおさか地域創造ファンドの重

点プロジェクト事業助成金に採択され、研究を実施。

2015年９月 本社を大阪府茨木市彩都やまぶき２丁目４番35号に移転。

2015年12月 OUVC１号投資事業有限責任組合＜通称：OUVC１号ファンド＞（無限責任組合員：大阪大学ベン

チャーキャピタル株式会社）及びバイオ・サイト・キャピタル株式会社より出資を受け、資本金

を139,240千円に増資。

2016年４月 大阪大学吹田キャンパス産学連携本部Ｂ棟内に細胞培養センターを開設。

2016年５月 商号を株式会社ジェイテックコーポレーションに変更。

　同年同月 中小企業庁の「はばたく中小企業・小規模事業者300社」（わざ、生産性優良）に選定。

2016年９月 「臨床試験を目指す３次元細胞培養システムを用いた革新的ヒト弾性軟骨デバイス創出」が国立

研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の産学連携医療イノベーション創出プログラム

（ACT－M）に採択され、横浜市立大学、地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立こども

医療センターと共同研究を開始。

2017年８月 「iPS細胞等幹細胞の高効率な継代作業を実現した３次元大量継代培養自動化技術の実用化開

発」が経済産業省の2017年度戦略的基盤技術高度化支援事業に採択され、大阪大学と共同研究を

実施。（2017～2019年度）

　同年同月 「回折限界下で集光径可変な次世代高精度集光ミラーの製造技術の開発」が2017年度兵庫県最先

端技術研究事業（COEプログラム）に採択され、大阪大学、理化学研究所、高輝度光科学研究セ

ンターと共同研究を実施。

2018年２月 東京証券取引所マザーズに株式を上場。

2019年７月 大阪府茨木市彩都やまぶき２丁目５番38号に新社屋を竣工し、同所に本社/開発センターを移

転。

2020年９月 東京証券取引所市場第一部に株式を市場変更。

2021年５月 電子科学株式会社の全株式を取得し、完全子会社化。

2022年４月 東京証券取引所プライム市場に株式を市場変更。

　同年同月 栃木県那須塩原市に栃木生産技術センターを設置。

2023年７月 大阪大学内に大阪大学との共同研究部門を設立。
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３【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社ジェイテックコーポレーション）、及び子会社１社

（電子科学株式会社）により構成しております。

当社は、「世の中にないオンリーワンの技術により製品を作り出し、広く社会に貢献する」を経営理念とし、「科

学技術イノベーションの創出に貢献する製品開発を推進する」という経営方針のもと、産学連携を中心に技術開発、

製品開発を推進しております。

当社グループの事業内容は次のとおりであり、「オプティカル事業」、「ライフサイエンス・機器開発事業」及び

「その他事業（電子科学株式会社を含む）」の３つの事業を有しております。

 

(1) オプティカル事業

当事業では、兵庫県にある大型放射光施設「SPring-8」＜注１＞やＸ線自由電子レーザー施設「SACLA」＜注２＞

のような国内外の先端的な放射光施設やＸ線自由電子レーザー施設等で使われる反射表面の形状精度が１ナノメート

ル（10億分の１メートル、以下nmと表記。）以下の超高精度の表面形状をした集光ミラー、高調波カットミラーや回

折格子基板等各種Ｘ線ミラーをユーザーに合わせて設計し、カスタムメイドで製造・販売しております。

本Ｘ線ミラーは、2005年に大阪大学と理化学研究所が共同開発した世界で初めて硬Ｘ線領域で理論限界まで集光す

ることに成功したＸ線ナノ集光ミラーを製品化したもので、大阪大学の独自のナノ加工、ナノ計測技術により製造し

“OsakaMirror”と商標登録し、2006年より販売を開始し、現在も世界の特に先端的な放射光施設やＸ線自由電子

レーザー施設の研究者から高い評価を得ております。顧客は主に国内外の国立研究機関や大学の研究者であり、毎年

積極的に最先端の分析研究が提案され、当社ではそれに応えるべく各種Ｘ線光学系の開発を行ってまいりました。近

年、これら施設は各国の多様な地域発研究開発・実証拠点（リサーチコンプレックス）において、コアな機関として

位置づけられ、イノベーションを強力に推進しており、国内では東北次世代放射光施設 NanoTerasu（旧称 SLiT-J）

＜注３＞の建設が開始し、海外では主に中国及び欧米において第4世代へのバージョンアップやあるいは新設計画が

進む中、これまで以上に高度な科学分析の需要が拡大する傾向と相まって当社“OsakaMirror”の需要も増えてお

り、今後も受注拡大が見込まれております。

当連結会計年度においては、海外の競合他社に対して技術的優位性を保持するために独自のナノ加工、ナノ計測技

術のさらなる高度化研究を基に、様々な新しいＸ線光学システムを継続的に提案、提供しました。また、半導体及び

宇宙分野などの成長産業分野で用いられる光学部品において従来の加工技術では不可能なナノメートルレベルの表面

形状精度が望まれ、そのニーズに応えるため、現在保有するナノ加工技術であるEEMに加え、大阪大学の表面加工技

術であるプラズマCVMやCARE（触媒基準エッチング法）加工技術などの実用化開発も進め、一部の製品においては実

用実績を得ました。
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〔事業系統図〕

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

図１．オプティカル事業系統図

 

なお、2023年６月期のオプティカル事業の顧客属性別の売上高（売上高比率）については、大学が21,127千円

（1.8％）、企業が268,320千円（22.5％）、公的研究機関が905,939千円（75.8％）となっております。
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(2) ライフサイエンス・機器開発事業

ライフサイエンス事業では、創業当初より創薬スクリーニングに関連する各種細胞培養操作の自動化の開発を手

掛け、カスタム製品である各種の大型自動細胞培養装置「CellMeister®」を製造販売してまいりました。その後、

独自の３次元浮遊培養技術「CELLFLOAT®」をもとに再生医療分野に展開し、また2013年に日本で初めてiPS細胞に

特化した低価格量産汎用型の自動細胞培養装置CellPet®の開発を行い、現在は後継機種「MakCell®」にバージョン

アップし販売を推進しています。新型コロナウイルス感染症禍以降、その治療薬の探索や、働き方改革や労働時間

短縮を理由に「CellMeister®」「MakCell®」を中心に自動化装置の引き合いが活発になっております。iPS細胞等

向けの回転浮遊培養装置「CellPet 3D-iPS®」やスフェロイド分散化装置「CellPet FT®」、オルガノイド培養装置

「CellPet® CUBE」については、これまでに実績を上げてきた国内に加え、今後は海外展開を図り受注につなげて

まいります。再生医療分野においては、産業技術総合研究所と長年にわたり共同研究を推進してきた独自の３次元

浮遊培養技術「CELLFLOAT®」をもとに、再生医療向け３次元細胞培養システム「CellMeister® 3D」の試作開発に

成功し、2016年度からは国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下、AMED）の競争的資金を得て、東京大学の

医師主導の治験に参画し申請準備を進めております。また、公益財団法人神戸医療産業都市推進機構(神戸)及び日

本光電工業株式会社と共同開発を進めております「脳梗塞治療用の幹細胞分離機器」（AMED事業）は、引き続き医

療機器としての製造・販売を目指してまいります。

機器開発事業では、創業当初からの各種培養装置をはじめ、オプティカル事業に関連する各種集光装置、その他

カスタム製品の開発・製造を担ってきましたが、当連結会計年度においては、新たに半導体や電子部品の基材とな

る各種ウェハ表面を大阪大学の独自技術で加工する装置の開発を積極的に進めてまいりました。すでに販売実績を

持つ水晶ウェハの平坦化加工装置（プラズマPVM）に加え、パワー半導体やSAWデバイス等の基材となる各種材料

ウェハの加工装置であるCARE（触媒基準エッチング法), PAP（プラズマ援用研磨法））の開発装置を完成させ、顧

客と生産実用化に向けたテスト加工、共同研究開発を進めており、既に複数の企業へ納入を実施いたしました。
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〔事業系統図〕

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

図２．ライフサイエンス・機器開発事業系統図

 

なお、2023年６月期のライフサイエンス・機器開発事業の顧客属性別の売上高（売上高比率）については、大学

が380千円（0.1％）、企業が263,321千円（81.1％）、公的研究機関が61,183千円（18.8％）となっております。

 

(3) その他事業

当社は、2021年５月に電子科学株式会社を子会社化いたしました。同社は、昇温脱離分析装置（TDS）のメー

カーで、本装置「TDS-1200Ⅱ」は、超高真空環境に設置した試料を独自の加熱方式（赤外線）により試料から微量

に放出される成分(特に水素、水）を四重極質量分析装置（QMS）で、独自の分析ソフトウェアにより高感度でリア

ルタイムに検出する装置です。

現在、半導体、液晶、カラーフィルター業界を中心に材料の研究や、製造工程の評価、品質管理に用いられてお

り、高い評価を得ております。当連結会計年度では、新型コロナウイルス感染症禍も落ち着き、一部で入国制限が

あったものの主要取引先である韓国、台湾において営業活動を積極的に行うことができました。

本装置は、その他鉄鋼、電機、自動車、水晶振動子等様々な産業分野においても適用できる可能性があり、最近

では海外からの引合いもあります。このような案件については、当社のオプティカル事業の海外チャンネルを利用

することにより、営業体制の強化、拡販を進めております。また、中長期の売上拡大を目指し、水素量に特化した

昇温脱離水素分析装置「Cryo TDS-100H2」や現行の「TDS-1200Ⅱ」に自動サンプル機能を追加した「TDS-1200Ⅱ

ALS」の共同開発を急いでおります。

なお、2023年６月期のその他事業の顧客属性別の売上高（売上高比率）については、大学が60,785千円

（15.7％）、企業が319,428千円（82.3％）、公的研究機関が7,888千円（2.0％）となっております。
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注１：大型放射光施設「SPring-8」（Super Photon ring-8 GeV）

「SPring-8」とは、兵庫県の播磨科学公園都市にある世界最高性能の放射光を生み出すことができる大型放射光施

設です。放射光とは、電子を光とほぼ等しい速度まで加速し、磁石によって進行方向を曲げた時に発生する、細く強

力な電磁波のことです。「SPring-8」では、この放射光を用いて、ナノテクノロジー、バイオテクノロジー等の基礎

科学研究分野から、産業利用ニーズも高まりをみせ、化粧品、食料品、電池、タイヤ等身近な製品の開発も行われて

います。「SPring-8」の名前はSuper Photon ring-8 GeV（80億電子ボルト）に由来しています。

「SPring-8」は国内外の産学官の研究者等に開かれた共同利用施設であり、1997年から放射光を大学、公的研究機

関や企業等のユーザーに提供しています。課題申請などの手続きを行い、採択されれば、誰でも利用することができ

ます。

「SPring-8」の施設者は理化学研究所であり、「SPring-8」の運転・維持管理、並びに利用促進業務を高輝度光科

学研究センターが行っています（図３参照）。

 

注２：Ｘ線自由電子レーザー施設「SACLA（SPring-8 Angstrom Compact Free Electron Laser）」

2006年３月に策定された第３期科学技術基本計画（2006年３月28日閣議決定）において国家基幹技術の一つとして

選定されたＸ線自由電子レーザー施設として、2006年度から理化学研究所と「SPring-8」を運営する高輝度光科学研

究センターが共同で施設の建設・整備を行い、2011年３月に完成、0.063nm（0.63Å（オングストローム：微小な長

さを表すのに用いられる単位。１Å=0.1nm））の世界最短波長のＸ線レーザー生成に成功した施設であり、2012年３

月７日より供用運転を開始しています（図３参照）。

図３　大型放射光施設「SPring-8」、Ｘ線自由電子レーザー施設「SACLA」

 

注３：次世代放射光施設 NanoTerasu（旧称 SLiT-J）

東北大学青葉山新キャンパスに共創の場として設けられた「サイエンスパーク」エリアに、新たに軟Ｘ線向け放射

光施設「次世代放射光施設」が計画されており、2023年完成目標で建設が進められております。(図４参照)

図４　建設中のNanoTerasu（ナノテラス）：東北大学　ホームページより
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４【関係会社の状況】

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内容

議決権の所有割

合又は被所有割

合（％）

関係内容

（連結子会社）

電子科学株式会社

（注）１

東京都武蔵野市 50

理化学機器の開

発・製造・販売・

分析

100.0 役員の兼務4人

（注）１.　電子科学株式会社については、売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く。）の連結売上高に占め

る割合が10%を超えております。

主要な損益情報等　　　（１）売上高　　　　　388,102千円

（２）経常利益　　　　124,225千円

（３）当期純利益　　　 80,169千円

（４）純資産額　　　　396,168千円

（５）総資産額　　　　470,758千円

 

５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 2023年６月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

オプティカル事業 27 (1)

ライフサイエンス・機器開発事業 13 (－)

その他事業 15 (－)

全社（共通） 9 (1)

合計 64 (2)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含む。）は、年間の平均人員を（　）外数で

記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門および細胞培養センターに所属しているものであ

　　ります。

 

(2）提出会社の状況

    2023年６月30日現在

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

49 （2） 43.5 4.9 5,564,221

 

セグメントの名称 従業員数（人）

オプティカル事業 27 (1)

ライフサイエンス・機器開発事業 13 (－)

全社（共通） 9 (1)

合計 49 (2)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含む。）は、年間の平均人員を（　）外数で

記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門および細胞培養センターに所属しているものであ

ります。

４．当社は常時雇用される従業員が100名以下の事業規模であり、女性活躍推進法等の規定による公表をしてお

りません。そのため女性管理職比率、男性育児休業取得率及び男女賃金差異の記載を省略いたします。

 

(3）労働組合の状況

労働組合は、結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

当社グループの経営方針、経営環境、及び対処すべき課題は、以下の通りであります。なお、文中の将来に関す

る事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

当社グループは「オプティカル事業」、「ライフサイエンス・機器開発事業」及び「その他事業（電子科学株式

会社を含む）」の３つの事業を有しております。

 

(1) 経営方針

当社は、「世の中にないオンリーワンの技術により製品を作り出し、広く社会に貢献する」ことを経営理念に掲

げ、各種産業分野の技術発展に寄与し、創薬や再生医療をはじめとした先端技術の研究及び実用化の促進に役立つ

ことにより、「科学技術イノベーションの創出に貢献する製品開発を推進する」ことを経営方針に定めておりま

す。

 

(2) 経営環境等

当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が世界的に緩和へ向かい、我

が国におきましても感染症法上の位置付けが「２類相当」から「５類感染症」へ移行したことに伴い、長く続いた

経済・社会活動に対する制限が緩和され、概ね正常化に至っております。その一方で、コロナ禍による生活様式の

変化や労働力不足に伴う賃金上昇、ロシアによるウクライナ侵攻に伴う資源や食料品などの価格高騰の影響により

世界的インフレが発生、インフレ抑制に向けた金融政策の影響による景気動向の先行き不透明感などによって世界

経済の不確実性が高まっております。

このような経済環境のもと当社グループは、オプティカル事業、ライフサイエンス・機器開発事業及びその他事

業（電子科学株式会社を含む）という独自の技術を利用した３つの事業によって、高品質な製品提供と研究開発活

動の強化に取組み、経営基盤拡充と企業価値向上に努めてまいりました。

 

オプティカル事業においては、新型コロナウイルス感染症の影響による活動停滞が徐々に緩和され、国内外の放

射光施設やＸ線自由電子レーザー施設においては通常稼働の状態に至っており、国内の次世代放射光施設

NanoTerasuをはじめ、中国及び欧米の放射光施設のバージョンアップや新設の計画も順調に推移しております。

そのため受注環境も好転しており、特に中国では各主要都市において放射光施設及びＸ線自由電子レーザー施設

の新設やバージョンアップが進められていることから、北京市の次世代放射光施設「HEPS」、上海のＸ線自由電子

レーザー施設「SHINE」からは継続的な受注に至るとともに、立上げ計画中の合肥市や深圳市の関連施設から複数

の問合せを受けております。また、欧州につきましては、エネルギー、半導体に関する最先端研究の活性化に伴

い、スペイン、イタリア、フランスの中規模放射光施設においても高精度ミラーの需要が高まっており、現在進め

ている市場開拓の成果が順調に得られております。良好な市場環境を活かし、取引拡大に努めてまいります。

 

ライフサイエンス・機器開発事業おいては、重点新規事業分野として掲げる、各半導体材料を主たる対象とした

ナノ表面加工技術（触媒基準エッチング法（CARE）関連装置、プラズマ援用研磨法（PAP）、プラズマ化学気相化

加工法（PCVM））を搭載した装置の商品化、受注及び販売活動を推進によって、独自の表面加工・研磨技術及び装

置の開発推進、実用化へと展開を図ってまいりましたが、セミコン・展示会への出展や自社セミナーの開催などの

効果もあり、当社技術を高く評価いただくユーザー数が徐々に拡大しております。今後も更に営業の展開力を高

め、販路拡大や大手企業との共同開発契約締結に繋げるなど、各種半導体材料等の表面加工技術の実用化と高度化

を図り、製品展開を推進してまいります。

ライフサイエンス関連事業を取巻く環境につきまして、昨今の長時間労働是正による労働環境改善が全ての業界

の重要課題となっており、各研究機関においても自動培養装置導入への意欲が高まりをみせております。また東京

医科歯科大学において、当社独自の３次元回転浮遊培養技術をもとに開発した当社の装置を用いて、iPS細胞由来

のヒト腸管オルガノイド（HIO）の生成に成功されたことを受け、国内のみならず、海外のユーザーからも当社製

品に関する問い合わせが拡大しております。

 

その他事業である子会社の電子科学株式会社においては、主力製品である昇温脱離分析装置（TDS）の需要が現

在の半導体や液晶・カラーフィルター企業向けのみならず、鉄鋼、電機、自動車、水晶振動子等の様々な産業分野

にも市場拡大が見込まれるため、既存製品の販売だけでなく、新しい製品の企画、創出に注力し、新たな市場に製

品投入することで新規顧客の開拓を進め、収益力の拡大に努めてまいります。

 

 

 

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題
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① 事業活動に関わる課題

（オプティカル事業）

・放射光施設関連

オプティカル事業の主なユーザーである国内外の放射光施設及びⅩ線自由電子レーザー施設はコロナ禍によっ

て停滞していた研究活動が復調しており、ミラーの需要もコロナ禍前の状態に回復しております。

欧州、米国、中国では新設及び第４世代へのアップグレードに伴う新設ビームラインの中期的な開発計画が始

動しており、すでに一部の施設からは各種ミラーの受託に至っております。その他の施設からも継続的に問い合わ

せを受けており、具体的な仕様の検討に着手しております。

一方、国内においても、大型放射光施設「SPring-8」やⅩ線自由電子レーザー施設「SACLA」だけでなく、2024

年稼働予定の東北大学に隣接する次世代放射光施設（NanoTerasu）からの引合いも増え、受注も順調に推移してお

ります。

このように世界規模で拡大している放射光施設及びⅩ線自由電子レーザー施設からのⅩ線ミラーの需要増大要

求に的確に応えるため、生産設備の増強や生産工程の短縮化によって生産性の向上を図ることが重要課題であると

認識しております。2022年11月に稼働を開始した栃木生産技術センターの生産能力を最大限活用し、前加工工程を

依頼する外注加工先を含めて、全社の連携強化を図り生産工程全体の効率化を目指してまいります。

また、世界各地で放射光施設やⅩ線自由電子レーザー施設の新設や第４世代放射光施設へのバージョンアップ

により光源性能の向上が伴うため、これまで以上に高い精度がミラーに要求されております。当社は主力製品とす

るナノ集光ミラーのさらなる高精度化を促進するとともに、新たな光学系の積極的な開発・販売も推進してまいり

ます。

 

・半導体・宇宙等に関連する光学部品への展開

各種Ⅹ線ミラー（光学素子）は、従来技術では不可能であった表面形状の超高精度化を実現することができ、

さまざまな産業分野においてビジネスを展開するための技術的ポテンシャルを有しております。

宇宙や半導体といった産業において光学部品は必要不可欠な存在であり、これらに対し、当社がこれまで大阪

大学との共同研究で開発を進めてきたナノ加工技術（EEM、プラズマCVM、CARE）とナノ計測技術（RADSI、MSI）が

精度的に十分活用できるレベルにあるため、特に高性能化傾向が強く量産化速度の高い半導体分野に参入する上で

重要な要素の技術となります。

現在、宇宙ならびに半導体の露光、検査に関わる高精度光学部品の問い合わせを複数頂いており、テスト加工

の受託や大手メーカーとの共同研究開発の締結なども進み、技術検討から開発・試作フェーズに進んでいる案件も

多くあります。オプティカル事業の展開によって蓄積された光学素子に関連する知見と技術を活かし、半導体産業

などでの利用が見込まれる光学素子製品を中心として、ミラー製品の需要に左右されない新たな事業の柱を構築し

てまいります。

 
 

＜ライフサイエンス・機器開発事業＞

・ライフサイエンス事業

新型コロナウイルス感染症が世界的に収束へ向かい、これまでの行動制限や様々な規制が緩和される中、生命

科学の領域におきましても、働き方改革を実現するための長時間労働是正による労働環境の改善と景気回復に伴う

人手不足の影響を受け、自動細胞培養装置を導入する機運が高まっております。そのような中、当社におきまして

も大型自動培養装置をはじめ、低価格の汎用型自動細胞培養装置「MakCell®」の引合いが増加しており、その地域

は国内に止まらず、海外からの引合いも増加傾向にあります。このような環境の変化による国内外からのニーズ増

加への対応を進め、積極的に営業活動を展開することで収益確保に努めてまいります。

また、2022年11月に東京医科歯科大学において、当社独自の３次元回転浮遊培養技術「CELLFLOAT®」をもとに

した「CellPet３D-iPS®」を用いて、iPS細胞由来のヒト腸管オルガノイド（HIO）の生成に成功され、再生医療に

大きな期待が寄せられております。当該製品に関しましても、これを契機に国内のみならず、海外のユーザーから

も問い合わせが拡大しております。対象マーケットの幅を広げ、顧客ニーズを細胞培養に関わる新たな商品開発に

つなげるとともに、対応可能な商材の拡大を図り、ライフサイエンス分野の成長を促すことで、人類、社会の健や

かな発展に寄与してまいります。

さらに、当社は「国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下AMED）」が募集する研究開発委託事業「令和

５年度橋渡し研究プログラム（シーズF）」において、研究代表者である東京大学、橋渡し研究支援機関である大

阪大学、そのほか公立大学、公立病院、再生医療企業とともに、ヒト小児の組織から再構築した弾性軟骨デバイス

による「小児鼻変形疾患」の治療法の開発課題を提案し、採択されました。今回の委託事業において当社は、弾性

軟骨デバイス製造で必要不可欠となる３次元回転浮遊培養装置「CellPet 3D®」とその培養容器「SV-100」を用い
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た臨床製造に係る研究開発を担っております。今後、本研究開発の推進により再生医療等製品事業に係る知見を高

め、再生医療分野における培養装置・システムならびに消耗品の販売ビジネスや新規支援ビジネス等の事業展開に

つなげてまいります。

　また、医療機器の開発も積極的に進めており、特にAMEDからの競争的資金を受け、公益財団法人神戸医療産業都

市推進機構及び日本光電工業株式会社と進めている、脳梗塞治療に寄与する幹細胞分離機器（医療機器）の共同開

発も計画通り推進してまいります。

 

・機器開発事業

当社設立当初より各種自動細胞培養装置を開発してまいりましたが、その自動化設計技術を活かし、当社の高

精度ＫＢ型集光ミラーを用いた集光装置や各種OEM製品の製品開発を手掛けてまいりました。

創業以来の装置開発で培った技術を活かし、新たな事業の柱として、独自の表面加工・研磨技術及び装置の開

発推進、実用化へと展開を図ってまいりました。当連結会計年度におきまして、新たな事業への展開に一定の成果

が得られ、半導体事業の展開に関連するプラズマ化学気相加工法（PCVM）装置とプラズマ援用研磨法（PAP）装置

（いずれも試作機）の販売実績に繋がりました。

上記の両装置にナノ表面加工技術の触媒基準エッチング法（CARE）装置を加えた次世代研磨装置を主体とし

て、半導体製造装置、半導体デバイスメーカー、次世代に向けた基礎研究開発分野への展開を図ることで、半導体

ビジネスへの進出に注力し、中長期的な成長を支える技術基盤の強化を実現してまいります。

当連結会計年度の第２四半期末には「SEMICOM　Japan　2022」へ出展をした結果、複数企業からテスト加工の

依頼を受けております。展示会への出展だけでなく、自社セミナーの開催やホームページの見直しと活用などに

よって営業の展開力を高め、販路拡大や大手企業との共同開発契約締結に繋げるなど、各種半導体材料等の表面加

工技術の実用化と高度化を図り、製品展開を推進してまいります。

 

ライフサイエンス・機器開発事業においては、ライフサイエンス分野や半導体分野における独自の製品開発を

積極的に進めて顧客を獲得するとともに、市場の拡大に備えるために優秀な技術者の確保、生産体制の強化、保守

サービスの構築が重要課題であると認識しております。

このため当社では、優秀な技術者の確保のために積極的な中途採用活動を展開する一方で、生産体制の強化や

保守サービスの構築につきましては、電子科学株式会社や新たな協力会社との関係構築によって対応してまいりま

す。

 

＜電子科学株式会社＞

電子科学株式会社は、超高真空環境下で試料を加熱することで放出される微量の気体成分（主に水素、水）を

高精度に分析する昇温脱離分析装置（TDS）を製造・販売しており、半導体や液晶業界を中心に材料の研究や、製

造工程の評価と品質管理において高い評価を得ておりますが、これまでの顧客層のみならず、鉄鋼、電機、自動

車、水晶振動子等の様々な産業分野にも市場拡大が見込まれております。

今後は、電子科学株式会社の分析技術と当社の自動化技術との連携を行い、新しい製品の企画、創出に注力

し、新たな市場に製品投入することで新規顧客の開拓を進め、収益力の拡大に努めてまいります。営業活動地域に

ついても、対象マーケットの幅を広げ、当社のオプティカル事業の海外チャネルを活用して積極的に営業活動を推

進し、新規顧客の開拓を進め、収益力の拡大を図ってまいります。

 

②　技術開発体制の構築

当社グループの顧客の多くは基礎研究に取り組んでいる研究機関・大学・企業の研究者であり、この基礎研究

の分野で成長するためには、最先端の技術動向のキャッチアップと継続的な技術開発を行う体制を構築し、継続的

に付加価値を提供することが重要であると考えております。

このような認識のもと、オプティカル事業では国内外で開催される国際学会での企業展示だけでなく、当社の

製品や最新の技術紹介等を積極的に発信してまいります。また、ライフサイエンス・機器開発事業においては細胞

培養センターを活用し、オープンイノベーションの拠点として、最先端の技術開発に取り組んでいる研究機関や大

学との共同研究や企業との事業連携を積極的に推進してまいります。

 

③　営業力の強化

当社グループにおいて、事業規模を拡大させるためには営業力の強化が重要であると考えております。しかし

ながら、取り扱う製品はコンサルティング営業ができるような技術知識が必要となるため、即戦力となる営業人材

の確保が難しく、継続的な営業人材の確保と強化が重要な課題であると考えております。具体的には、技術者の社
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内ローテーションや物理学等の基礎学力を有している人材の採用活動によって営業人材を確保し、入社後は教育を

担当する上司による継続的なOJTの推進によって営業力の強化に注力してまいります。

オプティカル事業においては、世界的に新型コロナウイルス感染症の影響が収束したことにより、世界各地で

行動制限が解除され、展示会や学会なども従来どおり開催されるようになりました。特に海外については対面営業

に加えて、営業効率を考慮し、新型コロナウイルス感染症禍で活用したWEB会議も併用して商談を有効に進めてま

いります。また、我が国への入国制限が解除されたことによって海外の研究者が来日され、当社にて商談する機会

も得られており、今後も状況に応じてより効率的な営業手法を選択して、高い効果が得られるよう努めてまいりま

す。

ライフサイエンス・機器開発事業においても、訪問とWEB会議を組み合わせて有効に営業活動を進めてまいりま

す。直近においては、これまでの活動成果が徐々に表れ、当社が開発した自動細胞培養装置に関して、台湾、中

国、韓国からの問合せが増加しております。同事業につきましても、よりニーズの高い地域を選定した海外への展

開を徐々に進めており、有力地域での販売網の確立に努めてまいります。

 

④　生産管理体制の強化

オプティカル事業において、需要が拡大しグローバルな競争に生き残っていくためには、生産管理の役割が大

きくなっており、組織力強化が重要であると考えております。

一方、ライフサイエンス・機器開発事業及び電子科学株式会社は、新規事業を含めて、ファブレスによる柔軟

な生産体制にて事業を展開しており、協力企業との緊密な連携体制が重要であると考えております。

さらに、今後の量産化や顧客ニーズの増加に伴う受注増に向けて、それぞれの製造工程、生産管理や品質管理

等における最適なチェック体制を構築し、安定した品質の製品を提供する仕組みが必要不可欠となるため、生産管

理体制を強化してまいります。

 

⑤　内部管理体制の強化

電子科学株式会社の子会社化などによって当社グループの規模が徐々に拡大するに伴い、内部管理に関係する業

務が多岐にわたって発生しておりますが、今後のさらなる成長のためには内部管理体制の一層の強化を図る必要が

あると認識しております。そのためには、内部管理の重要性に対する全社的な認識の強化を図り、また、法務・財

務・経理・人事・広報・情報システム等に精通した人材も積極的に登用することによって、業務の有効性と効率性

を高めてまいります。
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２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

（１）サステナビリティ基本方針の策定

「世の中にないオンリーワンの技術により製品を作り出し、広く社会に貢献する」の経営理念に基づき、グロー

バルニッチトップのモノづくり企業として、持続可能な開発目標（SDGs）やカーボンニュートラルの実現に寄与す

る高付加価値製品の開発と提供を通じて、環境、社会、経済のすべてにおいて持続可能な状態を実現する経営を目

指します。

 

（２）推進体制

①ガバナンス

当社は週次で社内取締役と社内監査役をメンバーとした会議体を設けており、当該会議体において、環境、社

会、従業員、コンプライアンスなどのサステナビリティ情報関連事項について協議を行ない、必要事項については

月次で開催される取締役会へ報告、審議することでサステナビリティ体制の推進を図っております。

 

②戦略

当社製品を納入している国内の大型放射光施設「SPring-8」およびⅹ線自由電子レーザー施設「SACLA」におけ

るナノ領域での観察や制御は、カーボンニュートラルに資するグリーン分野において重要な研究開発要素であり、

これまでにも蓄電池、燃料電池、触媒開発などで大きな成果を上げております。

当社取引先の理化学研究所、放射光科学研究センターと高輝度光科学研究センターは今後も産官学におけるグ

リーンイノベーションを目指すさまざまな研究開発活動を一層推進するグリーンファシリティとすることを宣言さ

れております。

これは持続可能な開発目標（SDGs）や2050年カーボンニュートラルの実現に向け、両施設が有する世界最高性能

の光をグリーン成長戦略に示された各分野で使ってもらうとともに、グリーンイノベーションに資する新分野開拓

のため、産官学利用者へ、従来にも増して強力な支援を目的として宣言されたものとなります。

当社はこのナノ領域での観察や制御の高精度化、効率化を実現するために、本施設で広く使われている当社Ｘ線

ミラーのより一層の高精度化や新規開発につとめ、技術開発やイノベーションを支援し、理化学研究所（理研）放

射光科学研究センターと高輝度光科学研究センター（JASRI）の持続可能な開発目標（SDGs）や2050年カーボン

ニュートラルの実現に向けた産官学利用者の研究開発活動の支援に対して、当社はその一助となるように環境にや

さしい持続可能な産業をつくることを支援し、我が国のこれからの発展に貢献してまいります。

 

③リスク管理

当社は「経営危機管理規程」や「コンプライアンス規程」を定めることで、危機事態の発生に備え、日常的に適

性業務の維持・推進に努めており、社内取締役を中心メンバーとしたコンプライアンス委員会の運営において、当

社事業に潜在しているリスクをコントロールするリスクマネジメントとリスクの顕在化によって発生したクライシ

スによるダメージを極小化するクライシスマネジメントに取組む体制を整備・運用しております。各部門担当取締

役が管掌する事業部門におけるリスクとクライシスの事象を常に認識して対策を講じており、必要に応じてコンプ

ライアンス委員会へ報告するとともに、取締役会へも情報共有する仕組みを構築しております。

 

（３）人的資本

①人材育成方針

当社では、人事考課制度により業務実績や能力等を総合的に勘案し、適性がある者を管理職に登用しており、性

別・国籍・採用経路等での選別は行っておりません。採用に際しても、当社業務の特殊性を鑑み、高い専門性と技

術力、豊かな実務経験を有した人材を求めていることから、女性及び外国籍者の採用実績もあり、採用経路に関し

ては社員の大半が中途採用という状況となっております。

長期成長戦略「Innovation2030」に掲げた目標達成に向けて、高い成長性を実現するため新たな人事制度導入に

取組み、社内人材のモチベーションを高めるとともに、ハイレベルな外部人材の採用を円滑に進め、企業が成長す

るための源泉である人材の確保と育成に努めてまいります。

　社員が各人の将来に向かってキャリアパスを描ける社内制度を導入することで、営業力、製造能力、技術開発力

を意欲的に高められる職場環境の実現に取組んでまいります。

 

②環境整備

当連結会計年度における女性社員の産休・育休取得率と男性社員の育休取得率及び復職率は100％となっており

ます。その他、病気や怪我、高齢などを理由に要介護となった家族を介護する場合などにも休暇制度の利用のみな

らず、各社員の事情を考慮した柔軟な対応を推進することで、雇用の継続と働きがいのある職場環境作りに努めて

おります。
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３【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が提出会社の財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクは、以下のとおり

であります。

なお、文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社グループが判断したものであります。当社グルー

プは、これらリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の対応に努める方針です。また、本

書に記載した事項は事業等に関連するリスクを全て網羅するものではありませんので、この点ご留意下さい。

 

(1) 技術の陳腐化について

当社グループのオプティカル事業における製造技術は、大阪大学独自の原子数個レベルの平坦さを実現する究極

のナノ加工技術（ナノ加工技術EEMとナノ計測技術RADSI及びMSI）を基にしたもので、１ナノメートルレベルの形状

精度を実現しております。本書提出日の現在においてこの状況に変化はありません。

しかしながら、将来において当社の製造方法と同等の精度レベル（本技術を超える精度は物理的に不可能）を実

現する新たな製造方法が確立された場合には、価格面で影響を受け、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす

可能性があります。

 

(2) 国内外政府の施策とその影響について

当社グループのオプティカル事業の製品である放射光施設用のＸ線ナノ集光ミラー等は、放射光施設という専門

性の高い施設等で使用されるもので、その施設の多くは公的研究施設、公的プロジェクトまたは大学等がビームラ

イン（実験ハッチ）ごとに別々に研究事業を運営しております。当社製品を利用したこれら施設ではナノテクノロ

ジー、バイオテクノロジーや産業利用まで幅広い最先端の研究がおこなわれており、今後も技術向上を図り、より

優れた研究成果を創出し、継続していくものと予想されます。

また、現在国内では東北において、新しい放射光施設NanoTerasuの完成（2023年完成・2024年稼働開始の予定）

を間近に控え、また海外では中国、欧州、アメリカ、ブラジルなどに第４世代の放射光施設の建設やバージョン

アップの計画が進んでおり、少なくとも今後20年程度は世界的に需要が拡大傾向にあると判断しておりますが、将

来国内外の政府の研究事業の実施方針において、放射光利用の重要度が大きく変更された場合、または制度の変更

があった場合には、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(3) 日本国政府の施策とその影響について

当社グループのライフサイエンス・機器開発事業の製品である各種自動細胞培養装置は、再生医療等においてiPS

細胞をはじめとする各種細胞を培養するものであります。これらの製品は再生医療及び創薬の研究開発用として使

用され、今後もこの分野での研究開発が進み、同時に市場が拡大するものと予想しておりますが、日本国政府の施

策により、関連法令等が大幅に改正された場合、または研究開発活動が法規制により制限が加えられた場合には、

当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) 外注委託先について

当社グループのオプティカル事業は、当社でのEEMによるナノ加工の前工程である粗加工仕上げ工程について、需

要の拡大に対応するために内製化を進めておりますが、未だ多くを外注加工業者に委託しております。当社が外部

委託先を選定するにあたっては事業の継続性を鑑み、良好な協力関係の構築・維持または高い品質管理能力を主な

判断材料として慎重に選定しております。

また、ライフサイエンス・機器開発事業及び電子科学につきましても、ユーザーへの提案から開発・設計は自社

で実施しておりますが、その後の製造に関しては外部の協力業者に製造を委託するファブレス化を進めており、オ

プティカル事業と同様に外部委託先の選定に際しては品質、コスト、製造に要する期間など製造能力を主な判断材

料にして選定を進めております。

外部委託先については年次で製造能力に関する評価を実施しておりますが、今後需要が急拡大し外部委託先では

対応しきれない場合や、新しい外注委託先が増えることによって、品質面及び納期面等において何らかの不具合を

発生させる事象が確認された場合には、当社の業務に支障をきたし、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす

可能性があります。

 

 

(5) 製品に関する不具合、クレームについて

当社グループが販売・開発する製品等に関し、ユーザー等から訴訟を提起され、または損害賠償請求を受けたこ

とはありません。また、不具合が生じたとしても早期に発見し是正するべく、サポート体制を構築しております

が、当社が販売した製品等に予期しがたい欠陥等が発生し、製品回収や損害賠償等が発生した場合、多大な損害賠

償金及び訴訟費用が必要となること等により、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。
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(6) 製造装置について

当社グループのオプティカル事業は、独自に設計・製作した製造装置を使用しております。これら製造装置につ

いては、高品質な製品の製造を実現するために、停電対策や所要のメンテナンスを随時実施しておりますが、何ら

かの不具合が発生した場合や自然災害、突発的な事故により製造装置が稼働不能となった場合等には、当社グルー

プの業務に支障をきたし、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(7) 為替リスクについて

当社グループは、製品の海外輸出が多く、為替レートの変動は外貨建て直接取引の売上高に影響を及ぼす可能性

があります。

そのため、想定を超える為替レートの変動が生じた場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及

ぼす可能性があります。

 

(8) 輸出について

輸出にあたり、仕向地ごとの政治や経済情勢、さらには文化や習慣等について調査・把握に努めておりますが、

もしそれらが要因となる予期せぬ事件、事故等の事象が発生した場合には、当社グループの事業及び業績に影響を

及ぼす可能性があります。

 

(9) 業績の変動について

当社グループの主力製品であるＸ線ナノ集光ミラーは、その製造過程でナノ加工EEMとナノ計測RADSI及びMSIにつ

いて仕様を満たすまで交互に何度か繰り返す必要があることから、製造工程は製品ごとに異なり、受注から出荷ま

での期間が１年程度かかります。また、研究開発の要素の高い仕様の場合、出荷予定月を過ぎることも起こり得ま

す。このような状況が生じた場合、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

なお、Ｘ線ナノ集光ミラーの単価は非常に高額で3,000万円近くするものもあり、あわせて受注時期が偏る傾向に

あるため、特定の四半期業績のみによって通期の業績見通しを判断することは困難であります。

また最近では、新型コロナ感染症やロシアのウクライナ侵攻などによる情勢の変化によって、世界的な資材価格

の高騰と供給不足が発生したことで、製造に必要な部材の調達に影響を及ぼしております。今後、様々な自然現象

や国家間の紛争発生リスクなどの影響を受け、当社グループ及び外注委託先において必要な部材の調達が困難とな

る状況が生じた場合、当社の経営に影響を及ぼす可能性があります。

 

(10) 知的財産権について

当社グループは、新たな技術や独自のノウハウを蓄積し、知的財産権として権利取得するなど法的保護に努めな

がら研究開発活動を推進しています。また、仮に特許侵害が試みられたとしても同様の製品が製造されないよう独

自のノウハウは公開しておりません。しかし、特定地域での法的保護が得られない可能性や、当社の知的財産権が

不正使用される可能性があることは否めず、さらに人材移転や悪意を前提とする情報漏洩等により技術・ノウハウ

が外部に流出する可能性もあります。このような状況が生じた場合、当社グループの経営成績及び財政状態に影響

を及ぼす可能性があります。

他方、他社が有する知的財産権についても細心の注意を払っておりますが、当社が第三者の知的財産権を侵害し

ていると司法判断された場合、当社グループの生産・販売の制約や損害賠償金の支払いが発生する可能性もありま

す。

 

(11) 固定資産の減損について

当社グループでは、土地、建物、機械設備等多くの有形固定資産を保有しています。当該資産から得られる将来

キャッシュ・フローの見積りに基づく残存価額の回収可能性を定期的に評価していますが、当該資産から得られる

将来キャッシュ・フロー見込額が減少し、回収可能性が低下した場合、固定資産の減損を行う必要が生じ、当社グ

ループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(12) 自然災害・テロおよび感染症について

当社グループ及び当社グループ取引先の事業拠点や関係先が地震、豪雨、防風などの自然災害やテロなどによって

甚大な被害を被った場合には復興に際して多大なる費用と時間を要することになります。加えて、当該事象が発生

することで当社グループ及び当社グループ取引先の事業拠点が被害を受けることによって商取引の継続が困難とな

り、当社グループの経営成績に著しい悪影響を及ぼす可能性があります。また、感染症の発生によるパンデミック

に至った場合には、当社グループ及び当社グループ取引先の従業員の安全確保と感染拡大防止のために行動が制限

されることで、当社グループの事業活動に様々な制約を受ける可能性があります。

 

(13) 東京証券取引所「プライム市場」の上場維持基準に適合しないリスクについて
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当社は、東京証券取引所の市場区分見直しにあたり、株式流通時価総額がプライム市場の上場維持基準を満たして

いなかったことから、同取引所へ上場維持基準の適合に向けた計画書を提出し、プライム市場に移行しましたが、

2023年６月末時点において当該基準を満たしておりません。2025年６月期までに上場維持基準を満たすため、各種

取組みを進めてまいりますが、財政状態及び経営成績並びに市場環境や経済情勢によっては2025年６月期までに当

該基準を満たすことができず、プライム市場において当社株式の上場を維持することができない可能性がありま

す。
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４【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績等の状況の概要

①財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が世界的に緩和へ向かい、我

が国におきましても感染症法上の位置付けが「２類相当」から「５類感染症」へ移行したことに伴い、長く続いた

経済・社会活動に対する制限が緩和され、概ね正常化に至っております。

このような経済環境のもと当社グループは、オプティカル事業、ライフサイエンス・機器開発事業及びその他事

業（電子科学株式会社を含む）という独自の技術を利用した３つの事業によって、高品質な製品提供と研究開発活

動の強化に取組み、経営基盤拡充と企業価値向上に努めてまいりました。

この結果、当連結会計年度の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ. 財政状態

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ237,986千円増加し、3,465,019千円となりまし

た。

当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ13,204千円減少し、986,110千円となりまし

た。

当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ251,191千円増加し、2,478,908千円となりま

した。

 

ｂ. 経営成績

当連結会計年度における経営成績は、売上高1,908,375千円（前連結会計年度比65.8％増）、営業利益306,672千

円（前連結会計年度は営業損失71,221千円）、経常利益364,257千円（前連結会計年度は経常損失26,981千円）、

親会社株主に帰属する当期純利益238,189千円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失32,127千円）

となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

オプティカル事業は、売上高は1,195,387千円（前連結会計年度比53.3％増）、セグメント利益は501,175千円

（同104.2％増）となりました。

ライフサイエンス・機器開発事業は、売上高は324,885千円（前連結会計年度比23.7％増）、セグメント利益は

1,533千円（同73.5％減）となりました。

その他事業は、売上高は388,102千円（前連結会計年度比257.6％増）、セグメント利益は86,696千円（前連結会

計年度はセグメント損失60,973千円）となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ50,803

千円増加し、当連結会計年度末には783,128千円となりました。

当連結会計年度における活動ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は210,359千円（前連結会計年度は284,185千円の獲得）となりました。これは主

に、税金等調整前当期純利益361,571千円に加え、のれん償却額42,382千円、仕入債務の増加55,686千円があった

一方、売上債権の増加328,043千円があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は84,742千円（前連結会計年度は132,592千円の使用）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出77,958千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は75,504千円（前連結会計年度は273,583千円の使用）となりました。これは主

に、長期借入金の返済による支出75,456千円によるものであります。
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③生産、受注及び販売の実績

ａ. 生産実績

当連結会計年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
　至　2023年６月30日）

生産高（千円） 前年同期比（％）

オプティカル事業 1,056,805 110.4

ライフサイエンス・機器開発事業 326,091 111.6

その他事業 497,795 321.7

合計 1,880,691 133.9

（注）金額は製造原価によっております。

 

ｂ. 受注実績

当連結会計年度の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
　至　2023年６月30日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

オプティカル事業 1,150,223 104.1 874,472 95.0

ライフサイエンス・機器開発事業 453,347 248.5 131,077 5,009.4

その他事業 436,329 160.3 239,499 125.2

合計 2,039,900 130.8 1,245,050 111.8

（注）金額は販売価格によっております。

 

ｃ. 販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
　至　2023年６月30日）

販売高（千円） 前年同期比（％）

オプティカル事業 1,195,387 153.3

ライフサイエンス・機器開発事業 324,885 123.7

その他事業 388,102 357.6

合計 1,908,375 165.8

（注）最近２連結会計年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであ

ります。

相手先

前連結会計年度
（自　2021年７月１日

　　至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日

　　至　2023年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

Advanced Photon Source Argonne

National Laboratory
－ － 216,097 11.3

国立研究開発法人理化学研究所 230,565 20.0 209,631 11.0

（注）販売実績の総販売実績に対する割合が10％未満のものについては記載を省略しております。
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   (2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。

①財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

ａ. 財政状態

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は1,677,316千円となり、前連結会計年度末に比べ375,920千円増加いたし

ました。これは主に、売掛金が328,388千円増加したことによるものであります。固定資産は1,787,703千円とな

り、前連結会計年度末に比べ137,933千円減少いたしました。これは主に、のれんの償却が進んだことによって

無形固定資産が45,943千円減少し、繰延税金資産が60,055千円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は3,465,019千円となり、前連結会計年度末に比べ237,986千円増加いたしました。

 

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は451,434千円となり、前連結会計年度末に比べ65,780千円増加いたしま

した。これは主に、契約負債が75,955千円減少した一方で、仕入債務である買掛金が55,686千円、未払費用が

32,450千円、未払法人税等が47,204千円増加したことによるものであります。固定負債は534,676千円となり、

前連結会計年度末に比べ78,985千円減少いたしました。これは主に、約定返済が進んだことにより長期借入金が

75,456千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は986,110千円となり、前連結会計年度末に比べ13,204千円減少いたしました。

 

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は2,478,908千円となり、前連結会計年度末に比べ251,191千円増加いた

しました。これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益を238,189千円計上したことによるものであります。

 

b. 経営成績

（売上高及び営業利益)

当連結会計年度における売上高は、1,908,375千円（前連結会計年度比65.8％増）となりました。これは主

に、オプティカル事業において、放射光施設及びⅩ線自由電子レーザー施設用のⅩ線ナノ集光ミラーの売上が牽

引するとともに、ライフサイエンス・機器開発事業及び子会社の電子科学株式会社の売上が寄与しております。

この結果、売上総利益は1,164,868千円（前連結会計年度比66.4％増）となりました。また、販売費及び一般管

理費は858,196千円（前連結会計年度比11.3％増）となり、当連結会計年度における営業利益は306,672千円（前

連結会計年度は営業損失71,221千円）となりました。

 

（経常利益）

営業外収益では、経済産業省による戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）における補助金収入等を計上

しました。また、営業外費用では、支払利息及び投資事業組合運用損等を計上しました。これらの結果、当連結

会計年度における経常利益は364,257千円（前連結会計年度は経常損失26,981千円）となりました。

 

（当期純利益）

特別損失を2,986千円計上いたしましたが、当連結会計年度における親会社株主に帰属する当期純利益は

238,189千円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失32,127千円）となりました。

 

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテックコーポレーション(E33777)

有価証券報告書

23/95



c. セグメントごとの財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

（オプティカル事業）

　当連結会計年度は、新型コロナウイルス感染症の影響による活動停滞が徐々に緩和され、期中の出荷が例年に

増して順調に推移いたしました。第４四半期において、一部ユーザー向けの製品につきまして、高精度製品への

仕様変更の要望に対応したことによる納入計画変更の影響があったものの、国内向け（施設：SPring-８、

SACLA、NanoTerasu）、中国向け（施設：HEPS、SSRF）、アメリカ向け（施設：APS、LCLS）、EU向け（施設：

ESRF、Eu-XFEL）の売上が中心となり、当連結会計年度の経営成績を牽引いたしました。

　短期滞在ビザ免除措置の停止など、一部の国では日本からの渡航に制限が継続している状態ではあるものの、

国内外の放射光施設やＸ線自由電子レーザー施設においては通常稼働の状態に至っており、国内の次世代放射光

施設NanoTerasuの建設をはじめ、中国及び欧米の放射光施設のバージョンアップや新設の計画も順調に推移して

おります。

　そのため受注環境も好転しており、特に中国では各主要都市において放射光施設及びＸ線自由電子レーザー施

設の新設やバージョンアップが進められていることから、北京市の次世代放射光施設「HEPS」、上海のＸ線自由

電子レーザー施設「SHINE」からは継続的に受注するとともに、立上げ計画中の合肥市や深圳市の関連施設から

複数の問合せを受けております。また、欧州につきましては、エネルギー、半導体に関する最先端研究の活性化

に伴い、スペイン、イタリア、フランスの中規模放射光施設においても高精度ミラーの需要が高まっており、現

在進めている市場開拓の成果が順調に得られております。

　営業活動につきましては、国内ユーザーはもとより、中国を除いた海外ユーザーについても渡航による対面で

の営業活動を再開しております。中国の各施設に対しては渡航しての営業活動が再開に至っていないものの、現

地の研究者が来日されることによる商談機会が確保されており、多方面に対して積極的に営業活動を進めており

ます。

　オプティカル関連の学会についてもオンライン開催からリアル開催に移行しており、学会参加を通じて様々な

大学や放射光施設の研究者に向けて当社のミラー事業をアピールする機会を確保しております。

　また、これまで培ってきた表面創生技術を活かして、高精度レンズ加工などの非ミラー品への展開も開始して

おり、収益機会の確保に努めてまいりました。

　この結果、売上高は1,195,387千円（前期比53.3％増）、セグメント利益は501,175千円（同104.2％増）とな

りました。

 

（ライフサイエンス・機器開発事業）

当連結会計年度においては、ライフサイエンス・機器開発事業の重点新規事業分野として掲げる、各半導体材

料を主たる対象としたナノ表面加工技術である触媒基準エッチング法（CARE）、プラズマ援用研磨法（PAP）、

プラズマ化学気相化加工法（PCVM）を搭載した装置の商品化、受注および販売活動を推進してまいりましたが、

第４四半期におきまして、プラズマ化学気相加工法装置１台とプラズマ援用研磨法装置２台を受注し、いずれも

検収に至り、売上を計上いたしました。当社は新たな事業の柱として独自の表面加工・研磨技術及び装置の開発

推進、実用化へと展開を図ってまいりましたが、当該受注と検収は当社技術を高くご評価いただいた結果である

と考えております。

第２四半期末には「SEMICOM　Japan　2022」へ出展をいたしましたが、その結果、複数企業からテスト加工の

依頼を受けております。展示会への出展だけでなく、自社セミナーの開催やホームページの見直しと活用などに

よって営業の展開力を高め、販路拡大や大手企業との共同開発契約締結に繋げるなど、各種半導体材料等の表面

加工技術の実用化と高度化を図り、製品展開を推進してまいります。

一方、ライフサイエンス機器では「MakCell®」、「CellPet３D-iPS®」など当社が開発した機器の他、大手製

薬企業から受託した特注機器の売上が寄与いたしました。

その他、SPring-８における光源高度化に必要となる開発品の検証試験受託業務、グラビア印刷試験機（GP－

10）用制御基板、水冷式冷却器や単核球分離装置用の消耗品関連による売上を計上いたしました。

この結果、売上高は324,885千円（前期比23.7％増）、セグメント利益は1,533千円（同73.5％減）となりまし

た。

 

（その他事業）

その他事業は子会社の電子科学株式会社であります。電子科学の売上構成は、装置販売（TDS：昇温脱離分析

装置）及び大型工事、装置のメンテナンス業務、受託分析業務の３つに分かれますが、受注金額が大きくなる

主力事業の装置販売及び大型工事において５件（販売先：韓国、台湾、国内）の売上を計上したことにより昨

年実績を大きく上回る結果となりました。装置販売につきましては設置・導入作業が必須となりますが、主な

ユーザー企業のある韓国及び台湾において、新型コロナウイルス感染症の影響による渡航制限が緩和されたた

め、現地での作業が可能となり、売上を計上するに至りました。

この結果、売上高は388,102千円（前期比257.6％増）、セグメント利益は86,696千円（前連結会計年度はセグ

メント損失60,973千円）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

ａ. キャッシュ・フローの状況

当事業年度のキャッシュ・フローの状況につきましては、「(1) 経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・フ

ローの状況」に記載のとおりであります。

 

b. 資本の財源及び資金の流動性

当社グループの運転資金需要のうち主なものは、製造のための材料及び部品の購入費、人件費や研究開発費の

ほか、借入金の返済や法人税等の支払いです。このほか、会社の成長に必要な設備投資やＭ＆Ａ投資等を含め、

収入と支出のバランスを考慮して資金運用を実施することを主たる方針としています。

一方、販売には季節的要因の影響は少ないものの、販売先の決算月に納期を指定されることや製品の受注から

完成までに１年前後の期間が必要であるため、受注及び販売の状況によっては一時的な売上債権、仕入債務、棚

卸資産等の増減があり、営業活動によるキャッシュ・フローの増減に影響を及ぼす可能性があります。

運転資金、設備投資資金及びＭ＆Ａ投資資金については、原則として自己資金で賄うこととしておりますが、

多額の設備投資資金やＭ＆Ａ投資資金が必要となった場合は、必要資金の内容に応じて金融機関からの借り入れ

や資本市場からの直接調達を検討する方針であります。

なお、当連結会計年度末における借入金である有利子負債残高は597,419千円となっております。

 

③重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

連結財務諸表の作成に当たって用いた会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定のうち、重要なものについて

は、「第５　経理の状況　１　連結財務諸表等　⑴　連結財務諸表　注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載

のとおりであります。
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５【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

６【研究開発活動】

当社グループは、放射光施設用Ｘ線ナノ集光ミラー等の開発販売を推進する「オプティカル事業」、主に創薬、再

生医療及びiPS細胞等に関連した培養技術の開発や各種細胞培養装置や次世代加工・研磨装置を中心とする各種自動化

装置を開発・販売する「ライフサイエンス・機器開発事業」及び「その他事業（電子科学株式会社を含む）」の３つの

事業を柱としております。現在の研究開発活動は、これら事業の関連技術を中心に実施しており、主にＸ線ナノ集光ミ

ラーを中心としたＸ線光学素子、独自の培養技術を用いた各種細胞培養装置及び独自の加工・計測技術をもとにした各

種自動化装置等を中心に研究開発を継続しております。

さらに、現在同時に3件の競争的資金をもとに研究開発事業（委託研究事業、研究助成事業）を進め、製品化を目指

しております。

なお、研究開発費については、細胞培養センターで行っている各セグメントに配分できない基礎研究費用17,423千

円が含まれており、当連結会計年度の研究開発費の総額は263,006千円であります。

 

(1) オプティカル事業

当連結会計年度のオプティカル事業においては、以下の研究開発を推進してまいりました。

 

①　放射光施設用Ｘ線集光ミラーの生産性の向上や高精度化を目指したナノ加工技術及びナノ計測技術に関する研

究開発

＜当連結会計年度継続の研究助成事業＞

「Ｘ線測定・分析の高効率化に資する高精度２次元集光Ｘ線ミラーの製造法の開発」令和３年度「戦略的基盤技術

高度化支援事業（サポイン事業）」経済産業省2021年～2023年度、参加機関：株式会社ジェイテックコーポレー

ション、大阪大学、名古屋大学、宇宙科学研究所（JAXA)、アドバイザー：理化学研究所、高輝度光科学研究セン

ター

 

②　放射光施設向けの次世代商品の開発

形状可変ミラー、回転楕円ミラー、回転ウォルターミラー、チャネルカット結晶等

 

③　Ｘ線光学素子の新しい事業展開を目指した計測・加工技術の適用化開発

大気圧プラズマを利用したドライエッチング技術である「プラズマ化学気相加工法（PCVM）」、及び「触媒表面基

準エッチング法（CARE）」の実用化開発を実施し、半導体、宇宙分野での光学素子への適用化開発を進めておりま

す。

 

その結果、オプティカル事業に係る当連結会計年度の研究開発費は163,393千円となりました。

 

 

(2) ライフサイエンス・機器開発事業

当連結会計年度のライフサイエンス・機器開発事業においては、以下の通りの機器開発や競争的資金（委託研究事

業、研究助成事業）を積極的に活用し、以下の研究開発を推進してまいりました。

 

汎用型自動細胞培養装置の開発

MakCell®（iPS細胞用の自動細胞培養装置CellPet®シリーズの後継機種）の量産化開発を実施いたしました。

 

再生医療関連の研究開発

＜当連結会計年度継続の委託研究事業＞

「ヒト弾性軟骨デバイスを用いた小児顔面醜形に対する新規治療法の開発」

令和５年度「橋渡し研究戦略的推進プログラム　シーズＦ」日本医療研究開発機構(AMED)：2023年～2027年度、

研究代表機関：東京大学、橋渡し研究支援機関：大阪大学、その他参加機関：株式会社ジェイテックコーポレー

ションを含む４社

＜当連結会計年度継続の研究助成事業＞

　「iPS 細胞等による分化製造プロセスにおける高効率な大量細胞凝集塊分散技術ならびに自動化装置の研究開

発」令和２年度「戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）」経済産業省：2020年～2022年度参加機関：株

式会社ジェイテックコーポレーション、大阪大学医学部、大阪大学工学部

③　医療機器の開発

＜当連結会計年度継続の委託研究事業＞
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　「治療機序に基づき最適化した効率的な脳梗塞治療用幹細胞分離機器の研究開発」令和３年度「橋渡し研究戦略

的推進プログラム」日本医療研究開発機構(AMED)：2021年～2023年度

研究代表機関：公益財団法人神戸医療産業都市推進機構、参加機関：株式会社ジェイテックコーポレーション、日

本光電工業株式会社

　　本開発を通じて医療機器として脳梗塞治療用の幹細胞分離機器の製造販売を目指します。

＜薬剤徐放デバイス製造装置（東北大学医学部から東京医科歯科大学に研究拠点を移動）＞

第２相の治験での適用を目指し、上記装置を試作開発しました。

 

④　機器開発事業の取組み

＜次世代加工・研磨装置の開発＞

一昨年にパイロットユーザーへ納入し、実績を上げました独自の「プラズマ化学気相加工法（PCVM）」を用いた

水晶振動子ウエハの厚みを均一に加工する量産加工システムの拡販に向けた改良、開発を継続しました。今後は、

国内外の水晶振動子メーカーに販売してまいります。

また、「触媒基準エッチング法（CARE）」を技術導入して実用化開発を進めてまいりました。本技術を用いてパ

ワー半導体やSAWフィルタなど半導体デバイス向けの研磨装置の試作開発へと進めてまいります。

更に、昨年11月には大阪大学と「プラズマ援用研磨法（PAP）」に関するノウハウ供与契約を締結いたしまし

た。PAPは大阪大学の独自研磨技術であり、本研磨技術はSiC、GaN、単結晶ダイヤモンドなどを材料とした半導体

基板の平坦化に適する将来の技術として期待されていることから、実用化開発を推進して半導体分野への適用を

図ってまいります。

 

その結果、ライフサイエンス・機器開発事業に係る当連結会計年度の研究開発費は72,103千円となりました。

 

また、当社の細胞培養センターでは、当連結会計年度は当社が開発した自動細胞培養装置KB2000、MakCell®や新

しい培養容器の上市に向けた培養評価等の実施や、大阪大学工学部、大阪大学医学部、東京大学医科学研究所、横

浜市立大学医学部との共同研究を実施しました。また、その他大学や企業と様々な培養技術に関する共同研究を積

極的に実施してまいりました。

 

 

(3) その他事業

電子科学株式会社の昇温脱離分離装置（TDS）は当社のオプティカル事業の海外チャンネルを用い、営業の強化

を図ってまいりますが、さらに同社の装置製造は、ファブレス方式のため、当社のライフサイエンス・機器開発事

業の生産体制と同方式で、今後は、当社の生産管理をもとに体制を強化し、製造の効率化も図ってまいります。

また、同社の分析技術と当社の自動化技術を融合し、特に半導体分野において、共同で新しい製品の企画、開発

を進めてまいります。第一弾として水素量に特化した昇温脱離水素分析装置「Cryo TDS-100H2」や現行装置を元に

自動サンプルセット機能を追加した「TDS-1200Ⅱ ALS」の共同開発を急いでおります。

このように、当社とは営業面だけでなく、製造面や開発面でもシナジー効果が期待できます。

 

その結果、その他事業に係る当連結会計年度の研究開発費は10,086千円となりました。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

当連結会計年度の設備投資額は総額で67,900千円であり、主にオプティカル事業に係るＸ線ナノ集光ミラー製造用

の加工装置や測定器の購入費用であります。

なお、当連結会計年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

 

２【主要な設備の状況】

(1）提出会社

当社は、国内に３か所の事業所を運営しております。

設備は次のとおりであります。

 

2023年６月30日現在
 

事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額
従業
員数
(人)

建物及び構築物
（千円）

機械装置及び運
搬具

（千円）

土地
（千円）
(面積㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

本社／開発セ

ンター

(大阪府茨木

市)

オプティカル

事業

ライフサイエ

ンス・機器開

発事業

管理部門

製造、研究開

発施設、管理

施設

727,267 174,785
318,979

(6,862.98)
4,707 1,225,739

42

(２)

細胞培養セン

ター

(大阪府吹田

市)

各部門共通

再生医療用細

胞培養装置の

研究開発

－ － － － －
3

(－)

栃木生産技術

センター

（栃木県那須

塩原市）

オプティカル

事業

 

製造、研究開

発施設

 

21,861 34,214
21,450

(4,553)
3,829 81,354

4

(－)

（注）１．帳簿価額に建設仮勘定は含んでおりません。なお、金額には消費税等を含めておりません。

２．帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品、及びリース資産の合計であります。

３．従業員数の（ ）は、臨時雇用者数を外書しております。

 

(2）国内子会社

2023年６月30日現在
 

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額
従業
員数

（人）
建物及び構築

物
（千円）

機械装置及び運
搬具

（千円）

土地
（千円）

(面積㎡)

その他

（千円）

合計
（千円）

電子科学株

式会社

本社

（東京都三

鷹市）

その他事業

昇温脱離分析

装置の開発・

製造

90 － － 1,266 1,356
15

（－）

（注）１．帳簿価額に建設仮勘定は含んでおりません。なお、金額には消費税等を含めておりません。

２．帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品、及びリース資産の合計であります。

３．従業員数の（ ）は、臨時雇用者数を外書しております。
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３【設備の新設、除却等の計画】

当社グループの設備投資については、景気予測、業界動向、投資効率等を総合的に勘案して策定しております。

なお、重要な設備の新設、改修計画は次のとおりであります。

(1) 重要な設備の新設

会社名

事業所名

（所在地）

セグメントの名称 設備の内容

投資予定金額

資金調達

方法

着手及び完了予定年月

完成後の増

加能力総額

（千円）

既支払額

（千円）
着手 完了

当社

本社/開発センター

(大阪府茨木市)

オプティカル事業

ミラー製造に係る機

械装置（製造装置・

計測装置）

49,203 9,278 自己資金 2021年10月 2024年４月 （注）

当社

栃木生産技術セン

ター

（栃木県那須塩原

市）

オプティカル事業

ミラー製造に係る機

械装置（製造装置・

計測装置）

65,666 － 自己資金 2023年７月 2024年７月 （注）

（注）完成後の増加能力については、その測定が困難であるため、記載を省略しております。

 

(2) 重要な改修

該当事項はありません。

 

(3) 重要な除却等

該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,480,000

計 20,480,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）

（2023年６月30日）
提出日現在発行数（株）
（2023年９月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,873,000 5,873,000
東京証券取引所

プライム市場

１単元の株式数は100

株であります。

計 5,873,000 5,873,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2018年７月１日～
2019年６月30日
（注）１

61,000 5,836,000 5,127 817,374 5,127 777,374

2019年７月１日～
2020年６月30日
（注）２

19,000 5,855,000 3,866 821,241 3,866 781,241

2021年７月１日～
2022年６月30日
（注）３

9,000 5,864,000 1,005 822,246 1,005 782,246

2022年10月28日
（注）４

9,000 5,873,000 6,525 828,771 6,525 788,771

（注）１．新株予約権の行使により、発行済株式総数が61,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ5,127千円増加

しております。

２．新株予約権の行使により、発行済株式総数が19,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ3,866千円増加

しております。

３．新株予約権の行使により、発行済株式総数が9,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ1,005千円増加し

ております。

４．有償第三者割当（譲渡制限付株式報酬としての第三者割当増資）

発行価格　　　　　1,450円

資本組入額　　　　　725円

割当先　　　　　　取締役（社外取締役を除く）4名
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（５）【所有者別状況】

       2023年６月30日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満株
式の状況
（株）　
（注）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 8 31 61 26 21 6,373 6,520 －

所有株式数

（単元）
－ 1,798 2,037 4,102 431 133 50,149 58,650 8,000

所有株式数の割

合（％）
－ 3.07 3.47 6.99 0.73 0.23 85.51 100 －

（注）自己株式940株は、「個人その他」に９単元「単元未満株式の状況」に40株含まれております。

 

（６）【大株主の状況】

  2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

津村　尚史 大阪府豊中市 2,673 45.52

大阪コンピュータ工業株式会社 大阪府高槻市奥天神町１－１－１４ 360 6.12

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２－１１－３ 132 2.25

 有馬　誠 東京都文京区 50 0.85

内山　孝教 鹿児島県鹿児島市 48 0.81

生田　正剛 鳥取県日野郡 36 0.61

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１－４ 34 0.57

モルガン・スタンレ－ＭＵＦＧ証券

株式会社
東京都千代田区大手町１－９－７ 33 0.57

森　勇藏 大阪府交野市 30 0.51

山内　和人 大阪府吹田市 30 0.51

計 － 3,427 58.36
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,864,100 58,641 －

単元未満株式 普通株式 8,000 － －

発行済株式総数  5,873,000 － －

総株主の議決権  － 58,641 －

（注）「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式40株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ジェイテック　

コーポレーション

大阪府茨木市彩都やま

ぶき２丁目５番38号
900 － 900 0.02

計 － 900 － 900 0.02
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得及び会社法第155条第13号に該当する普通株式の取得

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 792 48,213

当期間における取得自己株式 － －

（注）当事業年度における取得自己株式は、譲渡制限付株式の無償取得（株式数759株）及び単元株式未満株式の買

取り（株式数33株）であります。

 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の

総額（円）
株式数（株）

処分価額の

総額（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式
－ － － －

消却の処分を行った取得自己株式
－ － － －

合併、株式交換、株式交付、

会社分割に係る移転を行った取得自己株式

－ － － －

その他

（－）

－ － － －

保有自己株式数 940 － 940 －

 

３【配当政策】

当社は、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定

した配当を継続して実施していくことを基本方針としております。

当社は、期末配当のみの年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

当社は、会社法第454条第５項に規定する中間配当をすることができる旨及び同法第459条第１項の規定に基づき取

締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことができる旨定款に定めております。

内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、今まで以上にコスト競争力を高め、

市場ニーズに応える技術・製造開発体制を強化し、既存事業においてはさらに市場占有率を高めるとともに、当社の

企業価値を一層高める新規事業確立のために有効投資を行ってまいりたいと考えております。

当面は、コスト競争力の強化や生産能力向上のための設備拡充、及び急成長市場での事業展開を実現するために今

以上の研究開発体制を構築するための投資が重要になると考え、その原資となる内部留保の充実を図る方針でありま

す。ただし、これらにある一定の目処が立てば、安定的・持続的な配当による株主様への利益還元政策をとる方針で

あります。

なお、当事業年度の配当につきましては、当期純利益を計上いたしましたが、経営体質及び今後の事業展開、内部

留保の充実を図るために、無配とさせていただきました。
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、「世の中にないオンリーワンの技術により製品を作り出し、広く社会に貢献する」ことを経営理念に掲

げ、各種産業分野の技術発展に寄与し、創薬や再生医療をはじめとした先端技術の研究及び実用化の促進に役立つ

ことにより、「科学技術イノベーションの創出に貢献する製品開発を推進する」という経営方針のもと、全てのス

テークホルダーの幸福を追求することを目指しております。このためには、法令を順守し、社会倫理に適合した企

業活動を実践することが重要であると考えております。

 

②　企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由

イ．企業統治の体制の概要

当社は監査役会設置会社であり、取締役会及び監査役会を設置しております。当社の経営上の意思決定、執行

及び監督に係る機関は以下のとおりであります。

 

ａ．取締役会

当社の取締役会は、「（２）役員の状況　① 役員一覧」に記載した取締役６名（うち社外取締役３名）で

構成されております。月１回の定時取締役会のほか、必要に応じて臨時取締役会を適宜開催しております。取

締役会は、下記の経営上の重要事項を決定するとともに、取締役の業務執行状況を監督しております。

・取締役会の主な決議事項、報告事項

　決議事項…株主総会に関する事項、決算に関する事項、取締役に関する事項、株式及び社債に関する事

項、経営方針・計画に関する事項、人事・組織に関する事項、資産・資金に関する事項、関係

会社に関する重要事項

　報告事項…事業報告、監査報告、内部監査報告、研究開発の進捗・成果報告、投資先に関する報告、関係

会社の運営に関する報告

また、監査役３名も出席し、適宜意見を述べることで経営及び重要な意思決定において常に監査が行われる

体制を整えております。

 

ｂ．監査役会

当社は監査役会制度を採用しております。監査役会は、「（２）役員の状況　① 役員一覧」に記載した常

勤監査役１名と非常勤監査役２名の計３名（すべて社外監査役）で構成され、取締役の業務執行を監査・監視

しております。監査役会は原則として月１回の定例会のほか必要に応じて臨時で開催しております。監査に関

する重要な事項及び監査の方法は、監査役会において協議決定しております。

常勤監査役は、取締役会や重要な会議に出席するほか、稟議書その他の業務執行に関する重要文書を閲覧す

るなど、監査の実効性確保に努めております。さらに代表取締役社長との面談、各部署への往査・ヒアリング

を実施し業務の監査が広く行われる体制を整えております。

非常勤監査役は、取締役会への出席のほか、常勤監査役との連携等を通じて監査を実施しております。

 

ｃ．監査室

当社は、代表取締役社長により直接任命された内部監査人２名を配置した、組織上独立している監査室を設

置しております。内部監査人は、内部監査計画の策定及び内部監査の実施を行っており、業務及び会計に関わ

る経営活動を全般的に監査しております。

 

ｄ．指名報酬委員会

当社の指名報酬委員会は指名報酬委員会規程に基づき、取締役会の任意の諮問機関として、代表取締役社長

１名、独立社外取締役３名、独立社外監査役１名の計５名で構成され、随時開催しております。同委員会は取

締役会の諮問に応じ、取締役の指名・報酬等に関する下記事項について協議し、取締役会に答申いたします。

・指名報酬委員会の役割

　審議事項…取締役の選任および解任に関する株主総会議案の内容、役付取締役の選定及び解職に関する事

項、後継者計画に関する事項、取締役の個人別報酬等の決定に関する方針及びその内容、取締

役会が指名報酬委員会に諮問した事項、その他

同委員会は構成員の８割を社外役員とし、妥当性や適法性等について客観的見地をもって、取締役会より諮

問受けた事項について検討・判断ができる人選としております。取締役の指名・報酬等に関して取締役会に答

申し、手続きの公正性・透明性・客観性を強化し、コーポレート・ガバナンスの充実を図っております。
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当社の機関及び内部統制の状況は、以下のとおりであります。

 

ロ．当該体制を採用する理由

当社は上記のように監査役会設置会社として、取締役の業務執行を常に監査役が監査する体制を採用しており

ます。これにより迅速な意思決定を実行しながら、かつ透明性、信頼性、健全性を保った経営が行えると判断

し、現在の体制を採用しております。

 

③　企業統治に関するその他の事項

イ．内部統制システムの整備の状況

当社の内部統制システムとしては、企業行動規範を制定し、業務だけではなく個人としての行動を含む行動規

範、情報開示、企業活動、日常生活、反社会的勢力を排除する方針を示して、全社員に周知しております。ま

た、内部監査規程による内部監査の実施、取締役会における内部統制に関する決議を通しての業務の適正性の確

立と牽制を実施するなどにより内部統制システムの整備を行っております。

 

・当社で業務の適正を確保するため、取締役会において次の決議を行っております。

ａ．　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

1)　役員・社員の職務の執行が、法令及び定款に適合することを確保し、また反社会勢力の排除を徹底する

ため「企業行動規範」を制定し、これを遵守する。

2)　「取締役会規程」をはじめとする社内諸規程を制定し、会社の経営組織、業務分掌及び職務権限等を定

め、業務の効率的運営及び責任体制の確立を図り、これの維持改善に努める。

3)　社員の職務執行の適正性を確保するため、入社時に会社の理念や行動規範等のオリエンテーションを実

施し、入社後も定期的な研修を実施することで、その維持に努める。

4)　内部監査担当者を社長が直接任命し、内部監査の適切かつ効率的な実施、監査役及び会計監査人との連

携に努める。

 

ｂ．　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役会議事録及びその他重要な書類等の取締役の職務執行に係る情報の取扱いは、取締役会規程、文書

管理規程に基づき、文書または電磁的媒体に記録し、適切に保存及び管理しております。
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ｃ．　損失の危険の管理に関する規定その他の体制

経営上のリスクについては、「経営危機管理規程」を制定し担当部署及び担当取締役がそのリスクの分

析、検討を行うほか、必要に応じて、取締役会にて審議を行い、さらに弁護士、公認会計士、弁理士及び社

外の研究者等の複数の専門家から、参考とするためのアドバイスを受け、最善と考えられる経営判断を行っ

ております。

また、業務運営上のリスクについては、社会的規範や、法令及び社内規程を遵守するコンプライアンスを

徹底し、人々の幸福な生活に貢献するという使命感から高い社会的倫理観を持ち事業活動を展開してまいり

ます。

 

ｄ．　取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社の取締役会は、原則として毎月１回開催し、必要に応じて臨時取締役会を開催いたします。当事業年

度における取締役会は17回開催されました。個々の取締役の出席状況は次の通りです。

氏名 出席回数

津村　尚史 17回全て

岡田　浩巳 ５回のうち１回

金岡　政彦 17回全て

平井　靖人 17回のうち11回

日谷　哲也 17回全て

川﨑　　望 17回のうち16回

松見　芳男 17回全て

長谷川　功宏 17回全て

（注）岡田浩巳氏は2022年９月29日定時株主総会で取締役を退任、平井靖人氏は2023年２月28日に取

締役を辞任いたしました。

 

ｅ．　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適性を確保するための体制

1)　関係会社管理規程を制定し、子会社が当社の承認を受けるべき事項および報告すべき事項を定めること

で、当社グループの管理を行うものとし、必要に応じてモニタリングを実施する。

2)　当社が定める経営危機管理規程およびコンプライアンス規程を当社グループ全てに浸透させ、情報管

理・危機管理の統一と共有によって業務の適性を確保する。

3)　子会社は当社との連携を維持するとともに、自社の実態に即した内部統制システムを整備・運用し、そ

の有効性を担保する。

4)　当社の監査室が、子会社に対して適宜内部監査を実施し、子会社の取締役および使用人の適正な業務執

行を確保する。

 

ｆ．　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及び監

査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関す

る事項

1)　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役と協議のうえ、必要に応じて補

助使用人を配置するものとする。

2)　補助使用人の業務執行者からの独立性を確保するために、補助使用人の属する組織、指揮命令権、人

事　評価などは監査役の同意を得るものとする。

3)　監査役の職務を補助すべき使用人が、監査役から指示を受けた業務を行う場合は、監査役の指示に従う

ものとする。

 

ｇ．　取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他監査役への報告に関する体制、並びに当該報

告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱を受けないことを確保するための体制

1)　取締役及び使用人が監査役に報告すべき事項は次の事項とし、取締役及び監査役は、監査役への報告体

制等について、報告すべき事項の詳細を別途申し合わせ事項として定める。

1.　会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項

2.　重大な法令・定款違反

3.　経営上の重要な決定事項（取締役会、決議事項）

4.　毎月の経営状況として重要な事項

5.　内部監査状況及びリスク管理に関する重要な事項

6.　その他コンプライアンス上重要な事項

2)　各監査役は、取締役会に出席する。また常勤監査役は全体進捗会議、その他重要な社内会議に出席す

る。その際、監査役の要請に応じて、取締役及び社員は、必要な報告及び情報提供に努める。
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3)　監査役への報告を行った役職員に対し、当該報告を行ったことを理由とする不利な取扱いを禁ずる。

 

ｈ．　監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務の執行について生ず

る費用または債務の処理に係る方針に関する事項

1)　監査役がその職務の執行について必要な費用の前払い等の請求をしたときは、速やかに当該費用または

債務を処理する。

 

ｉ．　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

1)　代表取締役社長と各監査役は定期的に意見交換を行う。

2)　各監査役は、内部監査担当者と積極的に情報交換を行い、効率的な監査環境を整備し、監査の有効性を

高める体制を構築する。

 

ロ．リスク管理体制の整備の状況

当社は、事業の適正な運営を阻害するリスクに迅速対応するため「経営危機管理規程」を設けて、リスク対応

に備えております。リスク発生の際には代表取締役社長を本部長とした対策本部を設置することとしておりま

す。また、全体進捗会議において当社の適正な事業運営を阻害するリスク要因を事前に把握し、それを軽減する

対策を講じるよう努めております。

 

ハ．取締役の定数

当社の取締役は10名以内とする旨定款に定めております。

 

ニ．取締役の選任に関する決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出

席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び累積投票によらないものとする旨を定款に定めております。

 

ホ．株主総会の特別決議要件

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議は、議決権を行使することができる株主の議決権

の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款に定めております。こ

れは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とし

ております。

 

へ．剰余金の配当等の決定機関

当社は、株主への機動的な利益還元を行うことを目的として、会社法第454条第５項の中間配当を行うことが

できる旨及び会社法第459条第１項の規定に基づき取締役会の決議によって期末配当を行うことができる旨を定

款に定めております。

 

ト．責任限定契約の内容の概要

当社と取締役（業務執行取締役等を除く）及び監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、取締役

川﨑望氏につきましては、10万円又は会社法第425条第１項に定める最低責任限度額のいずれか高い額、取締役

松見芳男氏、取締役長谷川功宏氏、監査役政木進久氏、監査役西田隆郎氏及び監査役野村公平氏につきまして

は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該

取締役または監査役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限らておりま

す。
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（２）【役員の状況】

①　役員一覧

男性10名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

代表取締役社長 津村　尚史 1957年４月25日生

1981年４月　倉敷紡績株式会社入社

1991年４月　株式会社片岡実業入社取締役

技術部長就任

1993年12月　当社設立代表取締役社長就任

（現任）

2021年5月　電子科学株式会社代表取締役

社長就任

2021年12月　電子科学株式会社代表取締役

会長就任（現任）

(注)３ 2,673

取締役

営業部長
金岡　政彦 1978年７月７日生

2003年４月　株式会社ニコン入社

2017年４月　株式会社栃木ニコン出向

2019年10月　当社入社

2020年７月　当社営業部長（現任）

2020年９月　当社取締役就任（現任）

2021年５月　電子科学株式会社取締役就任

（現任）

(注)３ 1

取締役

管理部長
日谷　哲也 1967年５月14日生

1990年４月　大和証券株式会社入社

2002年10月　株式会社エス・ピー・ネット

ワーク入社

2008年６月　同社大阪支社長

2012年７月　同社西日本担当執行役員

2015年４月　同社本社担当執行役員

2017年４月　株式会社ヘリオス（情報通信

企業）入社常務執行役員

2018年４月　当社入社

2018年５月　当社内部監査室長

2022年８月　当社監査室長

2022年９月　当社取締役就任（現任）

2023年３月　当社管理部長（現任）

2023年６月　電子科学株式会社取締役就任

（現任）

(注)３ 1

取締役 辻岡　正憲 1956年９月17日生

1982年４月　住友電気工業株式会社入社

1996年１月　同社伊丹研究所イオニクスグ

ループ主任研究員

2004年３月　日本アイ・ティ・エフ株式会

社出向

2004年３月　同社技術部長

2012年６月　同社取締役経営企画部長就任

2015年６月　同社常務取締役就任

2019年６月　同社専務取締役就任

2022年10月　当社顧問

2023年９月　当社取締役就任（現任）

(注)３ －

取締役 川﨑　望 1950年７月22日生

1972年４月　松下電器産業株式会社（現パ

ナソニック株式会社）入社

1972年10月　松下電子工業株式会社（現パ

ナソニック株式会社）半導体

事業部出向

1977年８月　株式会社コンテック（現大阪

コンピュータ工業株式会社）

設立代表取締役就任（現任）

1979年４月　株式会社テクノ高槻入社代表

取締役社長就任

1993年12月　当社取締役就任（現任）

2020年１月　株式会社テクノ高槻代表取締

役会長就任（現任）

(注)３
360

(注)5
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

取締役 松見　芳男 1946年９月１日生

1969年４月　伊藤忠商事株式会社入社

1994年１月　伊藤忠インターナショナル会

社Development&Venture部長

1997年４月　同社宇宙情報部門長

2000年１月　伊藤忠商事株式会社宇宙情報

マルチメディアカンパニーバ

イスプレジデント

2004年６月　同社執行役員先端技術戦略室

長

2007年７月　同社顧問伊藤忠先端技術戦略

研究所長

2009年４月　同社理事（現任）

2009年４月　松見アソシエイツ合同会社代

表取締役就任

2014年12月　大阪大学ベンチャーキャピタ

ル株式会社代表取締役社長就

任

2017年７月　同社相談役

2018年９月　当社取締役就任（現任）

(注)３ －

取締役 長谷川　功宏 1959年7月27日生

1982年４月　東京芝浦電気株式会社（現株

式会社東芝）入社

2002年３月　同社四日市工場生産技術部長

2014年６月　同社執行役常務（生産企画

部、調達部、生産技術セン

ター担当）就任

2016年６月　同社執行役上席常務（生産調

達統括部担当）就任

2017年11月　東芝トレーディング株式会社

入社

2017年12月　同社代表取締役社長就任

2019年４月　株式会社character代表取締

役就任（現任）

2021年９月　当社取締役就任（現任）

(注)３ －

常勤監査役 政木　進久 1950年7月14日生

1973年４月　帝人株式会社入社

1996年10月　同社テキスタイル企画管理部

長

1998年６月　同社繊維企画管理部長

2001年10月　同社経営企画室企画担当部長

2003年４月　同社業務監査室長

2008年４月　同社経営監査室長

2008年６月　同社理事

2013年４月　帝人デュポンフィルム株式会

社監査役就任

2017年４月　帝人株式会社顧問

2020年９月　当社監査役就任（現任）

2021年10月　電子科学株式会社監査役就任

（現任）

(注)４ －

監査役 西田　隆郎 1949年５月20日生

1974年９月　デロイトハスキンズアンドセ

ルズ公認会計士事務所入所

1977年11月　西田博税理士事務所入所

2002年１月　税理士西田隆郎事務所設立所

長就任（現任）

2014年12月　当社監査役就任（現任）

(注)４ 5

監査役 野村　公平 1948年５月12日生

1975年４月　弁護士登録

1977年４月　西川・野村合同法律事務所

（現野村総合法律事務所）入

所（現任）

1999年４月　大阪府弁護士会副会長就任

2015年９月　当社監査役就任（現任）

(注)４ 5

計 3,046

（注）１．取締役　川﨑望、松見芳男、長谷川功宏は、社外取締役であります。

２．監査役　政木進久、西田隆郎、野村公平は、社外監査役であります。

３．2023年９月28日開催の定時株主総会終結の時から、選任後１年以内に終了する事業年度のうち、最終のも

のに関する定時株主総会終結の時までであります。
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４．2020年９月29日開催の定時株主総会終結の時から、選任後４年以内に終了する事業年度のうち、最終のも

のに関する定時株主総会終結の時までであります。

５．取締役　川﨑望により総株主の議決権の過半数が所有されている会社の持分を含めた実質所有株式数を記

載しております。

 

②　社外役員の状況

当社の社外取締役は３名、社外監査役は３名であります。

社外取締役の川﨑望は、同氏が経営する会社の代表取締役社長経験者としての豊富な経験と高い見識を活かし

て、監督・提言を行っております。

当社と同氏との関係は、同氏が代表取締役を務める大阪コンピュータ工業株式会社が当社の創業時の共同出資者

であり、本書提出日現在において、同氏と同社とで当社の普通株式360,000株を保有しております。その他には、

当社と同氏との間には、人的関係または取引関係その他の利害関係はありません。

社外取締役の松見芳男は、大手商社及び、ベンチャーキャピタルの代表取締役経験者としての豊富な経験と高い

見識を活かして、監督・提言を行っております。

社外取締役の長谷川功宏は、大手総合メーカーにおける会社経営と生産技術に対する幅広い知識と高い見識に基

づき、特に当社の製造分野全般において業務執行者から独立した客観的・専門的な観点から監督・提言を行ってお

ります。

社外監査役の政木進久は、企業活動に関わる豊富な経験と幅広い見識を有するとともに、監査役及び内部監査の

経験者としての専門知識・経験等を活かして、当社の監査体制の充実に努めております。

社外監査役の西田隆郎は、税理士としての専門知識・経験等を活かして、当社の監査体制の充実に努めておりま

す。同氏は本書提出日現在において、当社の普通株式5,000株を所有しておりますが、重要性はないものと判断し

ております。その他には、当社と同氏との間には、人的、資本的関係または取引関係その他の利害関係はありませ

ん。

社外監査役の野村公平は、弁護士としての専門知識・経験等を活かして、当社の監査体制の充実に努めておりま

す。同氏は本書提出日現在において、当社の普通株式5,000株を所有しておりますが、重要性はないものと判断し

ております。その他には、当社と同氏との間には、人的または資本的関係はありません。

当社は、社外取締役または社外監査役を選任するための独立性に関する基準または方針として明確に定めたもの

はありませんが、選任にあたっては、東京証券取引所の独立役員の独立性に関する判断基準及び経歴や当社との関

係を踏まえて、当社経営陣からの独立した立場で社外役員としての職務を遂行できる十分な独立性が確保できるこ

とを前提に判断しております。

 

③　社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部統

制部門との関係

社外取締役は、取締役会に出席して必要に応じ意見を述べるほか、適宜、監査役と相互の情報連携を行う等、取

締役の業務執行を監督しております。外部講師を招いての勉強会開催時に参加して最新情勢の情報収集に努めると

ともに、各役員との個別の面談を行いコミュニケーションを図るなど、外部の視点から経営上の監督や助言を行っ

ております。

社外監査役は、常勤監査役とともに取締役会の意思決定と取締役の業務執行を監督および監視しております。取

締役会に出席して必要に応じ意見を述べるほか、常勤監査役が実施する取締役との面談、各部門の往査、重要決裁

書類の閲覧結果を共有し、また、会計監査人による会計監査講評に同席することにより、監査に役立てておりま

す。
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（３）【監査の状況】

１．監査役監査の状況

①　監査役監査の人員等

当社の監査役会は、当社の定める独立監査役の要件を満たす社外監査役３名（うち1名常勤監査役）で構成

し、社外監査役西田隆郎は税理士、社外監査役野村公平は弁護士の資格を有しており、また、社外監査役（常

勤）政木進久も財務及び会計等に関する相当程度の知識を有しています。

 

②　監査役及び監査役会の活動状況

当事業年度は監査役会を14回開催しており、個々の監査役の出席状況は以下のとおりです。

氏名等 出席回数/開催回数 出席率

社外監査役（常勤） 政木　進久 14回/14回 100%

社外監査役        西田　隆郎 14回/14回 100%

社外監査役        野村　公平 14回/14回 100%

 

監査役会は、当事業年度は、１)リスク視点に立った予防監査、２)会計監査人、内部監査部門との適切な連

携、３)重要性の高い子会社のガバナンスと内部統制の充実を基本方針に以下を重点監査項目として監査に取

組みました。

a）ガバナンス

コーポレートガバナンス・コード対応、子会社のガバナンスと内部統制の状況

b）企業倫理・コンプライアンス

ＥＳＧへの対応、コンプライアンス体制、内部統制システムの整備・運用

c）リスクマネジメント

新型コロナウイルス・ウクライナ問題等外部環境変化への対応、人材育成、ＥＳＨ対策、生産設備・管理

システムの充実、グループ短中期計画における目標設定と達成へのプロセス

 

監査役の活動として、取締役会その他重要な会議への出席、重要な決裁書類等の閲覧、本社及び主要な事業

所における業務及び財産の状況の調査等の監査を実施し、子会社においては、取締役及び監査役等との意思疎

通及び情報交換を図り、往査を実施するとともに事業の報告を受けました。

また、代表取締役社長との定期意見交換や、取締役との定常的な意見交換に加え、代表取締役社長と社外取

締役及び社外監査役で意見交換等を行う等により、経営監視機能を果たしています。

 

２．内部監査の状況

①　組織・人員及び手続き

内部監査体制については、代表取締役社長直轄の独立した専任組織として「監査室」を設置し、子会社を含め

グループ横断的に「内部統制の有効性・効率性評価等」の監査を実施しています。2023年９月29日現在、人員は

2名となっています。

 

②　内部監査、監査役監査及び会計監査の相互連携等

当社監査役会は、会計監査人から会計監査計画、内部統制監査計画及び四半期レビュー計画の概要説明を受け

るとともに、その実施報告及び子会社往査報告を通じ、会計上及び内部統制上の課題等について説明を受け、重

点事項を協議し、必要な対処を行っています。

また、内部監査組織である「監査室」も監査役と同様、会計監査人との連携を図っています。

監査役会と監査室は、年度の内部監査計画の立案時点で監査範囲等について意見交換を行い、一方、内部監査

実施状況は、監査室が内部監査情報等を随時に常勤監査役に報告するとともに、常勤監査役が監査役会で報告を

行う等により共有化しています。また、監査役監査情報も監査室と共有化を行っています。

なお、金融商品取引法に基づく「財務報告に係る内部統制報告制度」は、監査室による独立的モニタリングも

踏まえて「内部統制報告書」を作成し、会計監査人による監査を受けています。

 

③　内部監査の実効性を確保するための取り組み

監査室は、内部監査の結果を代表取締役社長に報告するとともに、取締役会及び常勤監査役にも随時報告を

行っていますが、第31期以降、取締役会、監査役会に定期的に報告する体制とするよう準備を整えております。

 

 

３．会計監査の状況

①　監査法人の名称

仰星監査法人
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②　継続監査期間

５年間

 

③　業務を執行した公認会計士

許　　仁九

池上　由香

 

④　監査業務に係る補助者の構成

当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士７名、その他４名であります。

 

⑤　監査法人の選任方針と理由

監査役会は、監査法人の選任方針として、当社の会計監査の適正性と信頼性を確保する上で適任と判断される

こと、並びに、当社グループの事業展開に対応できることを重視し、会計監査人を選任しています。

なお、当社では、会社法第340条第１項各号に該当すると判断したときには、監査役全員の同意に基づき監査

役会が会計監査人を解任する方針です。上記のほか、当社の監査業務に重大な支障をきたす事態が会計監査人に

生じたと認められるときは解任に関する議案を、また会計監査人の独立性・信頼性や職務の執行状況等を勘案し

てその変更が必要であると認められるとき不再任に関する議案を、それぞれ監査役会の決定に基づき、株主総会

に提出する方針です。

 

⑥　監査役及び監査役会による監査法人の評価

監査役会は、監査法人を評価する独自の基準を作成し、これに基づき会計監査人の評価を監査役会で協議して

おり、本年度も仰星監査法人を評価した結果、適切であると判断し、再任を決定しています。

 

４．監査報酬の内容等

①　監査公認会計士等に対する報酬の内容

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（千円）

非監査業務に基づく報
酬（千円）

監査証明業務に基づく
報酬（千円）

非監査業務に基づく報
酬（千円）

提出会社 26,800 － 26,800 －

連結子会社 － － － －

計 26,800 － 26,800 －

 

②　監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬

該当事項はありません。

 

③　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

 

④　監査報酬の決定方針

当社は、当該監査法人より監査計画の説明を受け、報酬の前提となる見積りの算出根拠、過去の会計監査の遂

行状況等を精査し、監査役会の事前同意を受け、決定しています。

 

⑤　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、監査職務遂行状況及び報酬の前提となる見積の算出根拠、会計監

査の遂行状況を精査した結果、適切であると判断したため、会計監査人の報酬額等に同意しています。
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（４）【役員の報酬等】

①　役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針に係る事項

当社は、役員の報酬等の妥当性と決定プロセスの公正性を担保するため、取締役会の諮問機関として社外役員が

過半数を占める任意の指名報酬委員会を設置しております。

役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針は、事業年度ごとに経営計画を踏まえて取締役会にて

決議しておりますが、取締役会に先立ち、指名報酬委員会にて審議しております。当事業年度におきましては同委

員会が４回開催され、取締役の選任、代表取締役社長及び役付取締役の選定、報酬等の総額及び個人別の報酬等の

内容、譲渡制限付株式報酬制度の内容等につき協議を行ない、取締役会に答申しました。当事業年度に関わる指名

報酬委員会の構成及び各委員の出席状況は下記の通りであります。

 

役割 役職 氏名 当事業年度の出席回数

委員長 代表取締役社長 津村　尚史 ４回全て

委　員 社外取締役 川﨑　　望 ４回のうち３回

委　員 社外取締役 松見　芳男 ４回全て

委　員 社外取締役 長谷川　功宏 ４回全て

委　員 社外監査役 政木　進久 ４回全て

 

取締役の基本報酬は月例の固定報酬のみとし、株主総会の決議による報酬総額の限度内にて業界あるいは同規模

の他企業の水準及び従業員給与とのバランスを勘案し、個々の取締役の職責及び実績等に基づき、計４回開催いた

しました指名報酬委員会にて審議を経た上で個々の取締役の報酬額を算定し取締役会に答申され、2022年９月29日

開催の取締役会において決議されております。

指名報酬委員会では取締役会からの諮問を受けて、コーポレートアクションの中期計画に基づいた報酬額を話し

合っております。

2022年８月25日開催の取締役会において譲渡制限付株式報酬制度の導入を決議し、本制度に関する議案を2022年

９月29日開催の当社第29回定時株主総会において承認・決議頂いております。譲渡制限付株式に関する事業年度ご

との割当上限株数は30,000株、金銭報酬債権の総額は40,000千円以内と決議されております。

取締役の報酬等の限度額については、2016年11月11日開催の臨時株主総会において、年額200,000千円以内と決

議されております。

監査役の報酬等の限度額については、2014年９月29日開催の第21回定時株主総会において、年額20,000千円以内

と決議されております。各監査役の報酬等については、監査役会にて協議の上、決定しております。

 

②　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円）
対象となる
役員の員数
（人）固定報酬 業績連動報酬 非金銭報酬等

取締役

（社外取締役を除く。）
72,868 63,710 － 9,158 5

監査役

（社外監査役を除く。）
－ － － － －

社外役員 21,317 21,317 － － 6

（注）上表には、2022年９月29日定時株主総会で取締役を退任した岡田浩巳氏及び2023年２月28日に取締役を辞任し

た平井靖人氏の報酬が当事業年度のそれぞれの在任期間に応じて含まれており、対象となる役員の員数にも両

氏を含めております。

 

③　役員ごとの報酬等の総額等

報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

④　使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの

該当事項はありません。
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（５）【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

当社は、株式価値の変動や配当の受領のみを目的として保有する株式を純投資目的である投資株式とし、それ以

外の目的で保有する株式を純投資目的以外の投資株式として区分しております。

 

②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

イ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の内容

当社は、取引先との安定的な取引関係の維持及び強化等の観点から、中長期的な企業価値の向上に資すると判

断できる場合に、当該取引先等の株式を取得し保有することを基本方針としております。

また、取締役会において、保有株式ごとに保有する経済合理性や意義を検証し、保有の適否の判断を行ってお

ります。

 

ロ．銘柄数及び貸借対照表計上額

 
銘柄数
（銘柄）

貸借対照表計上額の
合計額（百万円）

非上場株式 1 1

非上場株式以外の株式 － －

 

（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の増加に係る取得
価額の合計額（百万円）

株式数の増加の理由

非上場株式 1 1

　当社の外注委託先であり、同社の加工技

術による製品を販売しており、取引関係の

維持強化を目的としております。

非上場株式以外の株式 － － －

 

（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の減少に係る売却
価額の合計額（百万円）

非上場株式 － －

非上場株式以外の株式 － －

 

ハ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

該当事項はありません。

 

③　保有目的が純投資目的である投資株式

該当事項はありません。

 

④　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

該当事項はありません。

 

⑤　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更したもの

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。

 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2022年７月１日から2023年６月30日

まで）の連結財務諸表及び事業年度（2022年７月１日から2023年６月30日まで）の財務諸表について、仰星監査法人

により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、会計基準の変更等について的確に対応できる体制を整備するため、専門的な情報を有する団体等

が開催するセミナーへの参加及び財務・会計の専門書の購読等を行っております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年６月30日)

当連結会計年度
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 732,324 783,128

電子記録債権 ※１ 1,881 ※１ 1,536

売掛金 ※１ 248,641 ※１ 577,029

商品及び製品 41,427 33,652

仕掛品 172,143 173,008

原材料及び貯蔵品 42,360 66,643

その他 62,617 45,545

貸倒引当金 - △3,228

流動資産合計 1,301,395 1,677,316

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 760,380 749,218

機械装置及び運搬具（純額） 220,294 208,999

土地 340,429 340,429

建設仮勘定 32,285 20,487

その他（純額） 9,628 9,802

有形固定資産合計 ※２ 1,363,019 ※２ 1,328,938

無形固定資産   

のれん 392,042 349,659

その他 11,279 7,719

無形固定資産合計 403,322 357,379

投資その他の資産   

投資有価証券 20,000 17,233

繰延税金資産 126,761 66,706

その他 12,533 17,445

投資その他の資産合計 159,295 101,385

固定資産合計 1,925,636 1,787,703

資産合計 3,227,032 3,465,019

 

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテックコーポレーション(E33777)

有価証券報告書

47/95



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年６月30日)

当連結会計年度
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 49,955 105,642

１年内返済予定の長期借入金 ※４ 75,456 ※４ 75,456

未払法人税等 16,290 63,494

契約負債 167,850 91,895

賞与引当金 21,689 22,675

受注損失引当金 40 -

その他 54,371 92,270

流動負債合計 385,654 451,434

固定負債   

長期借入金 ※４ 597,419 ※４ 521,963

役員退職慰労引当金 4,912 1,650

退職給付に係る負債 1,990 2,199

その他 9,339 8,864

固定負債合計 613,661 534,676

負債合計 999,315 986,110

純資産の部   

株主資本   

資本金 822,246 828,771

資本剰余金 782,246 788,771

利益剰余金 623,727 861,917

自己株式 △502 △550

株主資本合計 2,227,717 2,478,908

純資産合計 2,227,717 2,478,908

負債純資産合計 3,227,032 3,465,019
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

売上高 ※１ 1,150,981 ※１ 1,908,375

売上原価 ※２ 451,074 ※２ 743,507

売上総利益 699,906 1,164,868

販売費及び一般管理費 ※３,※４ 771,128 ※３,※４ 858,196

営業利益又は営業損失（△） △71,221 306,672

営業外収益   

受取利息 5 6

受取配当金 1 3

補助金収入 45,166 58,383

為替差益 2,633 612

その他 353 7,253

営業外収益合計 48,159 66,259

営業外費用   

支払利息 3,899 3,923

投資事業組合運用損 - 3,593

その他 19 1,156

営業外費用合計 3,919 8,673

経常利益又は経常損失（△） △26,981 364,257

特別利益   

固定資産売却益 - ※５ 299

特別利益合計 - 299

特別損失   

固定資産除却損 ※６ 442 ※６ 182

投資有価証券売却損 20 -

減損損失 ※７ 578 ※７ 2,803

特別損失合計 1,041 2,986

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△28,022 361,571

法人税、住民税及び事業税 11,318 63,326

法人税等調整額 △7,213 60,055

法人税等合計 4,104 123,381

当期純利益又は当期純損失（△） △32,127 238,189

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△32,127 238,189
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【連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

当期純利益又は当期純損失（△） △32,127 238,189

包括利益 △32,127 238,189

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △32,127 238,189

非支配株主に係る包括利益 - -
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

      （単位：千円）

 株主資本
純資産合計

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 821,241 781,241 655,854 △365 2,257,971 2,257,971

当期変動額       

新株の発行（新株予約
権の行使）

1,005 1,005   2,010 2,010

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

  △32,127  △32,127 △32,127

自己株式の取得    △137 △137 △137

当期変動額合計 1,005 1,005 △32,127 △137 △30,254 △30,254

当期末残高 822,246 782,246 623,727 △502 2,227,717 2,227,717

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

      （単位：千円）

 株主資本
純資産合計

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 822,246 782,246 623,727 △502 2,227,717 2,227,717

当期変動額       

新株の発行（譲渡制限
付株式報酬）

6,525 6,525   13,050 13,050

親会社株主に帰属する
当期純利益   238,189  238,189 238,189

自己株式の取得    △48 △48 △48

当期変動額合計 6,525 6,525 238,189 △48 251,191 251,191

当期末残高 828,771 788,771 861,917 △550 2,478,908 2,478,908
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△28,022 361,571

減価償却費 99,804 102,770

減損損失 578 2,803

のれん償却額 31,787 42,382

受注損失引当金の増減額（△は減少） 40 △40

貸倒引当金の増減額（△は減少） - 3,228

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,231 986

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,893 △3,262

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △201 208

投資事業組合運用損益（△は益） - 3,593

受取利息及び受取配当金 △6 △9

投資有価証券売却損益（△は益） 20 -

支払利息 3,899 3,923

補助金収入 △45,166 △58,383

有形固定資産除却損 442 182

売上債権の増減額（△は増加） 160,343 △328,043

棚卸資産の増減額（△は増加） △108,870 △17,373

前払費用の増減額（△は増加） 9,616 9,659

仕入債務の増減額（△は減少） 31,396 55,686

未払費用の増減額（△は減少） △33,292 32,450

前受金の増減額（△は減少） △36,112 -

契約負債の増減額（△は減少） 167,850 △75,955

その他 △20,957 22,341

小計 241,275 158,720

利息及び配当金の受取額 6 9

利息の支払額 △3,942 △3,909

法人税等の支払額 △2,560 △14,126

法人税等の還付額 4,239 12,781

補助金の受取額 45,166 56,883

営業活動によるキャッシュ・フロー 284,185 210,359

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △112,873 △77,958

無形固定資産の取得による支出 △150 △4,450

投資有価証券の取得による支出 △20,000 -

投資有価証券の売却による収入 1,104 -

その他 △673 △2,334

投資活動によるキャッシュ・フロー △132,592 △84,742

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 -

長期借入金の返済による支出 △75,456 △75,456

新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,010 -

その他 △137 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △273,583 △75,504

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,614 691

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △115,376 50,803

現金及び現金同等物の期首残高 847,701 732,324

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 732,324 ※ 783,128
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　1社

主要な連結子会社の名称　　電子科学株式会社

 

２．持分法の適用に関する事項

非連結子会社及び関連会社はありませんので、該当事項はありません。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社である電子科学株式会社の決算日は３月31日であります。連結財務諸表の作成にあたっては、

同決算日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を

行っております。

 

４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

               　その他有価証券

　・市場価格のない株式等以外のもの

　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　・市場価格のない株式等

　　移動平均法による原価法

　　なお、投資事業有限責任組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなされる

もの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、

持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

②　棚卸資産

イ．商品・貯蔵品

　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

ロ．製品・仕掛品・原材料

　　個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法（ただし、1998年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日

以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物　　　　　15～50年

　機械装置及び運搬具　　　 3～10年

　上記以外の有形固定資産　 3～15年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいておりま

す。

③　リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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(3）重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金

　従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度負担額を計上しております。

③受注損失引当金

　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における受注案件のうち損失発生の可能性

が高く、かつ、当連結会計年度末時点で当該損失額を合理的に見積もることができる受注案件について、

翌連結会計年度以降の損失見込額を計上しております。

④役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備えるため、連結子会社の内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計上し

ております。

 

(4）退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る当連結会計年度の期末要支給額を退職

給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

 

(5）重要な収益及び費用の計上基準

　当社グループは、主に光学ミラー、ライフサイエンス・機器開発、昇温脱離分析装置の製品の製造販売

を行っております。

　製品の販売に関しては、原則として顧客が製品を検収した時点において、支配が顧客に移転することか

ら履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。製品の修理等のその他のサービ

スの役務に関しては履行義務が充足される役務提供完了時点で収益を認識しております。

 

(6）外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

 

(7）のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、10年間の定額法により償却しております。

 

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

(9）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

該当事項はありません。
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（重要な会計上の見積り）

１．固定資産の減損

(1）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）

当連結会計年度

（2023年６月30日）

有形固定資産および無形固定資産残高

（うち、当社における有形固定資産および無形固定資産残高）

1,766,341

1,372,419

1,686,317

1,334,903

減損損失（ライフサイエンス・機器開発事業） 578 2,803

 

(2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　　当社グループは固定資産の減損会計の適用に際し、原則として事業部門ごとを１つの資産グループとし、

遊休資産は個別資産ごとに資産グループとして、各資産グループの将来キャッシュ・フローの生成に寄与す

る共用資産については、各資産グループに共用資産を加えた、より大きな単位（全社）を資産グループとし

て、減損の兆候の有無の判定を行っております。減損の兆候がある場合には、各グループの単位で将来

キャッシュ・フローを見積り、それをもとに減損損失の認識を行うかどうかを判定し、減損損失計上の検討

を行います。

　　当社グループの翌連結会計年度の営業活動から生ずる損益の見込みの基礎となる来期予算の事業計画にお

ける主要な仮定は、将来売上予測、費用発生の将来予測、将来の修繕の予測等といった、経営者による重要

な判断を伴う仮定が含まれております。したがって、市場環境等の変化により、これらの仮定に重要な変更

が生じた場合には、固定資産の減損損失の計上が必要になる可能性があります。

　　ライフサイエンス・機器開発事業における研究・開発設備については、事業の特性上、現段階では研究開

発が先行する等の事業環境及び今後の見通しを勘案し、回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。

 

２．のれんの評価

(1）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）

当連結会計年度

（2023年６月30日）

のれん（電子科学株式会社に係る部分） 392,042 349,659

 

(2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　　企業買収により発生したのれんについては、事業計画の達成状況をモニタリングすることによって、減損

の兆候の有無の判定を行っております。

　　同事業計画の主要な仮定である販売見込数量については、いずれも当連結会計年度末時点における既契約

及び契約獲得見込が継続することを想定しておりますが、契約獲得見込の減少が生じた場合には、のれんを

含む資産グループに減損損失が計上される可能性があります。
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（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下、「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める

経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとい

たしました。これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（棚卸資産の評価方法の変更）

当社は、商品の評価方法については、個別法に基づく原価法を採用しておりましたが、当連結会計年度の期首よ

り、移動平均法による原価法に変更しております。

この評価方法の変更は、ライフサイエンス・機器開発事業の領域において、迅速に在庫金額を把握することによる

利益管理の精緻化及び原材料の高騰による適正な期間損益計算を目的としております。

　なお、この変更による影響額は軽微であり、遡及適用は行っておりません。

 

（未適用の会計基準等）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（連結貸借対照表関係）

※１　顧客との契約から生じた債権

売掛金及び電子記録債権については、すべて顧客との契約から生じた債権の金額であり、顧客との契約

から生じた債権以外の債権は含まれておりません。

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）
当連結会計年度

（2023年６月30日）

有形固定資産の減価償却累計額 728,213千円 812,842千円

 

　３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。これら

の契約に基づく連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）
当連結会計年度

（2023年６月30日）

当座貸越極度額の総額 900,000千円 900,000千円

借入実行残高 － －

差引額 900,000 900,000

 

※４　財務制限条項

前連結会計年度（2022年６月30日）

長期借入金については、各年度の年度決算における貸借対照表における純資産の部の金額や損益計算

書の経常利益又は経常損失等を基準とする財務制限条項が付されております。

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

長期借入金については、各年度の年度決算における貸借対照表における純資産の部の金額や損益計算

書の経常利益又は経常損失等を基準とする財務制限条項が付されております。
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（連結損益計算書関係）

※１　顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。

顧客との契約から生じる収益の金額は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）１．顧客との契約から

生じる収益を分解した情報」に記載しております。

 

※２　期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次の棚卸資産評価損が売上原価に含まれて

おります。

前連結会計年度
（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

3,709千円 6,197千円

 

※３　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

役員報酬 109,212千円 100,507千円

給料及び手当 96,052 107,093

退職給付費用 1,863 2,197

賞与引当金繰入額 7,858 8,827

研究開発費 263,396 263,006

 

※４　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

前連結会計年度
（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

263,396千円 263,006千円

 

※５　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

機械装置及び運搬具 －千円 299千円

計 － 299

 

※６　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

建物及び構築物 442千円 182千円

計 442 182

 

 

※７　減損損失

　前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

　前連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 金額

大阪府茨木市
ライフサイエンス・機器開発事業用

研究・開発設備
機械装置及び運搬具 578千円

（減損損失を認識するに至った経緯）

　ライフサイエンス・機器開発事業における研究・開発設備については、事業の特性上、現段階では研究開発が先

行する等の事業環境及び今後の見通しを勘案し、回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。

（資産のグルーピングの方法）
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　事業用資産については事業単位を基準としてグルーピングを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグ

ルーピングを行っております。

（回収可能価額の算定方法）

　資産グループの回収可能価額は使用価値又は正味売却価額により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づ

く使用価値又は正味売却価額がマイナスであるため、回収可能価額はゼロとして評価しております。

 

　当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

　当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 金額

大阪府茨木市
ライフサイエンス・機器開発事業用

研究・開発設備

機械及び装置

工具、器具及び備品

254千円

2,549千円

（減損損失を認識するに至った経緯）

　ライフサイエンス・機器開発事業における研究・開発設備については、事業の特性上、現段階では研究開発が先

行する等の事業環境及び今後の見通しを勘案し、回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。

（資産のグルーピングの方法）

　事業用資産については事業単位を基準としてグルーピングを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグ

ルーピングを行っております。

（回収可能価額の算定方法）

　資産グループの回収可能価額は使用価値又は正味売却価額により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づ

く使用価値又は正味売却価額がマイナスであるため、回収可能価額はゼロとして評価しております。

 

（連結包括利益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 5,855,000 9,000 － 5,864,000

合計 5,855,000 9,000 － 5,864,000

自己株式     

普通株式（注） 99 49 － 148

合計 99 49 － 148

（注）当連結会計年度における新株予約権の行使により、発行済株式総数は9,000株増加し、5,864,000株となっておりま

す。

自己株式の増加49株は、単元未満株式の買取による増加であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテックコーポレーション(E33777)

有価証券報告書

58/95



２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

新株予約権の内訳

新株予約

権の目的

となる株

式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会

計年度末

残高

（千円）

当連結会計

年度期首

当連結会計

年度増加

当連結会計

年度減少

当連結会計

年度末

第１回ストック・オプションと

しての新株予約権
－ － － － － －

第２回ストック・オプションと

しての新株予約権
－ － － － － －

第３回ストック・オプションと

しての新株予約権
－ － － － － －

第４回ストック・オプションと

しての新株予約権
－ － － － － －

合計 － － － － － －

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

該当事項はありません。

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式（注）１． 5,864,000 9,000 － 5,873,000

合計 5,864,000 9,000 － 5,873,000

自己株式     

普通株式（注）２． 148 792 － 940

合計 148 792 － 940

（注）１．普通株式の発行済株式の株式数の増加9,000株は、譲渡制限付株式報酬としての新株発行による増加でありま

す。

２．普通株式の自己株式の株式数の増加792株は、単元未満株式の買取りによる増加33株、譲渡制限付株式報酬制

度対象者の取締役の退職に伴う無償取得による増加759株であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

該当事項はありません。

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当事項はありません。

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

現金及び預金勘定 732,324千円 783,128千円

現金及び現金同等物 732,324 783,128

 

（リース取引関係）

オペレーティング・リース取引
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　オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

（単位：千円）
 

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）
当連結会計年度

（2023年６月30日）

１年内 6,060 7,272

１年超 － -

合計 6,060 7,272
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的かつ安全性の高い金融資産を中心として運用する方針で

す。また、資金調達については、必要な資金を銀行借入により調達しております。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である電子記録債権及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、営業債権の

一部は外貨建債権であることから、為替変動リスクに晒されております。

営業債務である買掛金は１年以内に支払期日が到来する営業債務です。

投資有価証券は、投資事業有限責任組合への出資であり、投資先企業等の事業リスクに晒されておりま

す。

借入金は、主に子会社株式の取得や運転に必要な資金の調達を目的としたものであり、返済期限は決算

日から最長８年後であります。

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

営業債権である電子記録債権及び売掛金については、与信管理規程に基づき、取引先ごとの与信限度額

を設定し、期日管理及び残高管理を行うとともに、滞留債権管理を行っております。

 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれています。当該価額の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を採用

することにより、当該価額が変動することもあります。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前連結会計年度（2022年６月30日）

 
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

長期借入金（※２） 672,875 672,875 －

負債計 672,875 672,875 －

（※１）「現金及び預金」、「電子記録債権」、「売掛金」、「買掛金」、及び「未払法人税等」については、現金で

あること及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似していることから、記載を省略しております。

（※２）１年以内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含めております。

（※３）「投資有価証券」（連結貸借対照表計上額20,000千円）については、投資事業有限責任組合への出資金であり

市場価格がないため、上表に含めていません。

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

 
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

長期借入金（※２） 597,419 597,419 －

負債計 597,419 597,419 －

（※１）「現金及び預金」、「電子記録債権」、「売掛金」、「買掛金」、及び「未払法人税等」については、現金で

あること及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似していることから、記載を省略しております。

（※２）１年以内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含めております。

（※３）「投資有価証券」（連結貸借対照表計上額17,233千円）については、投資事業有限責任組合への出資金（連結

貸借対照表計上額16,233千円）及び非上場株式（連結貸借対照表計上額1,000千円）であり、市場価格がない

ため、上表に含めていません。
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（注）１．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（2022年６月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 732,324 － － －

電子記録債権 1,881 － － －

売掛金 248,641 － － －

合計 982,847 － － －

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 783,128 － － －

電子記録債権 1,536 － － －

売掛金 577,029 － － －

合計 1,361,694 － － －

 

（注）２．長期借入金の連結決算日後の返済予定額

前連結会計年度（2022年６月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 75,456 75,456 75,456 75,456 75,456 295,595

合計 75,456 75,456 75,456 75,456 75,456 295,595

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 75,456 75,456 75,456 75,456 75,456 220,139

合計 75,456 75,456 75,456 75,456 75,456 220,139
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３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しています。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが、それ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

前連結会計年度（2022年６月30日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

該当事項はありません。

 

（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前連結会計年度（2022年６月30日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 672,875 － 672,875

負債計 － 672,875 － 672,875

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 597,419 － 597,419

負債計 － 597,419 － 597,419

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

長期借入金

元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しており、

レベル２の時価に分類しております。
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前連結会計年度（2022年６月30日）

投資事業有限責任組合への出資金（連結貸借対照表計上額20,000千円）については、市場価格のない株

式等であることから、記載を省略しております。

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

投資事業有限責任組合への出資金（連結貸借対照表計上額16,233千円）及び非上場株式（連結貸借対照

表計上額1,000千円）については、市場価格のない株式等であることから、記載を省略しております。

 

２．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

種類 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

株式 1,104 － 20

合計 1,104 － 20

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

該当事項はありません。
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び連結子会社は、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。また、退職一時金制度の枠内で

中小企業退職金共済制度に加入しております。なお、簡便法により退職給付に係る負債及び退職給付費用を計算しており

ます。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

(1）簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

 

前連結会計年度

（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

当連結会計年度

（自　2022年７月１日

至　2023年６月30日）

退職給付に係る負債の期首残高 2,192千円 1,990千円

 退職給付費用 4,390 5,550

 制度への拠出額 △4,592 △5,341

退職給付に係る負債の期末残高 1,990 2,199

 

（2）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に係る資

　　産の調整表

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）

当連結会計年度

（2023年６月30日）

積立型制度の退職給付債務 27,171千円 45,697千円

中退共積立資産 △25,181 △43,498

   

退職給付に係る負債 1,990千円 2,199千円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 1,990 2,199

 

　（3）退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用　　　　　　　 　前連結会計年度　 4,390千円　　当連結会計年度　 5,550千円
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（2022年６月30日）
 

当連結会計年度
（2023年６月30日）

繰延税金資産    

税務上の繰越欠損金（注） 96,716千円 27,521千円

未払事業税 1,633  3,155

賞与引当金 8,056  8,539

貸倒引当金 －  1,100

株式報酬費用 －  2,564

棚卸資産評価損 1,162  2,303

減価償却費 9,617  11,371

研究開発費 5,772  7,756

減損損失 157  820

退職給付に係る負債 678  749

役員退職慰労引当金 1,674  562

投資事業組合運用損 －  583

その他 17,162  18,400

繰延税金資産小計 142,630  85,428

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注） －  －

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △15,720  △18,721

評価性引当額小計 △15,720  △18,721

繰延税金資産合計 126,910  66,706

繰延税金負債    

固定資産圧縮積立金 △148  －

繰延税金負債合計 △148  －

繰延税金資産の純額 126,761  66,706

（注）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

前連結会計年度（2022年６月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

合計
（千円）

税務上の繰越欠損金

（※１）
－ － － － － 96,716 96,716

評価性引当額 － － － － － － －

繰延税金資産（※２） － － － － － 96,716 96,716

（※１）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

（※２）繰延税金資産を計上した税務上の繰越欠損金は、将来の課税所得の見込みにより回収可能と判断し、評価性引

当額を認識しておりません。

 

当連結会計年度（2023年６月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

合計
（千円）

税務上の繰越欠損金

（※１）
－ － － － － 27,521 27,521

評価性引当額 － － － － － － －

繰延税金資産（※２） － － － － － 27,521 27,521

（※１）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

（※２）繰延税金資産を計上した税務上の繰越欠損金は、将来の課税所得の見込みにより回収可能と判断し、評価性引

当額を認識しておりません。

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳
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前連結会計年度

（2022年６月30日）

 

 

当連結会計年度

（2023年６月30日）

法定実効税率 　税金等調整前当期純損

失を計上しているため、

記載を省略しておりま

す。

 30.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目  0.2

試験研究費等の税額控除  △3.3

住民税均等割   1.2

評価性引当額の増減   0.8

のれん償却   3.6

連結子会社の税率差異   1.2

その他   △0.2

税効果会計適用後の法人税等の負担率   34.1

 

 

（資産除去債務関係）

　資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

    （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
オプティカル事業

ライフサイエン

ス・機器開発事業
その他事業

光学ミラー・部品類 746,889 － － 746,889

ライフサイエンス汎用機器類 － 119,950 － 119,950

機器開発 － 60,716 － 60,716

その他 33,002 81,884 108,537 223,424

顧客との契約から生じる収益 779,892 262,552 108,537 1,150,981

外部顧客への売上高 779,892 262,552 108,537 1,150,981

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

    （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
オプティカル事業

ライフサイエン

ス・機器開発事業
その他事業

光学ミラー・部品類 1,179,367 － － 1,179,367

ライフサイエンス汎用機器類 － 42,215 － 42,215

機器開発 － 219,034 － 219,034

ＴＤＳ － － 250,169 250,169

その他 16,020 63,635 137,932 217,588

顧客との契約から生じる収益 1,195,387 324,885 388,102 1,908,375

外部顧客への売上高 1,195,387 324,885 388,102 1,908,375

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「注記事項（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

４．会計方針に関する事項(5) 重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計

年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期

に関する情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）
 

 前連結会計年度 当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 410,865 250,522

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 250,522 578,565

契約負債（期首残高） 38,170 167,850

契約負債（期末残高） 167,850 91,895

（注）契約負債は、主にオプティカル事業における光学ミラーに係る前受金であります。

前連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債に含まれていた額は38,170千円であります。

当連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債に含まれていた額は119,042千円であります。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社グループにおいて、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な取引を認識していないた

め、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　報告セグメントの決定方法

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「オプティカル事業」、「ライ

フサイエンス・機器開発事業」及び「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「オプティカル事業」は放射光施設用Ｘ線ナノ集光ミラーを製造・加工しております。「ライフサイエ

ンス・機器開発事業」は、iPS細胞をはじめとする各種自動細胞培養装置や創薬自動スクリーニング装置

といったバイオ関連機器などの自動化装置を製造しております。「その他事業」は、電子科学株式会社で

昇温脱離分析装置（TDS)を製造しております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額　
（注）１

連結財務諸表
書計上額
（注）３ 

オプティカル
事業

ライフサイエ
ンス・機器開

発事業
その他事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 779,892 262,552 108,537 1,150,981 － 1,150,981

計 779,892 262,552 108,537 1,150,981 － 1,150,981

セグメント利益又は損失

（△）
245,422 5,795 △60,973 190,244 △261,466 △71,221

セグメント資産 917,698 93,374 748,626 1,759,699 1,467,333 3,227,032

その他の項目       

減価償却費 71,517 － 581 72,099 27,705 99,804

のれんの償却額 － － 31,787 31,787 － 31,787

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額

（注）２

100,205 － 1,285 101,490 508 101,999

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用、管理部門等の減価償却費、管理部門等

の有形固定資産及び無形固定資産であります。

２．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、建設仮勘定の増加額は含めておりません。

３．セグメント利益又は損失は、連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。
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当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額　
（注）１

連結財務諸表
書計上額
（注）３ 

オプティカル
事業

ライフサイエ
ンス・機器開

発事業
その他事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,195,387 324,885 388,102 1,908,375 － 1,908,375

計 1,195,387 324,885 388,102 1,908,375 － 1,908,375

セグメント利益 501,175 1,533 86,696 589,404 △282,732 306,672

セグメント資産 1,000,160 256,958 820,418 2,077,537 1,387,481 3,465,019

その他の項目       

減価償却費 74,854 － 1,010 75,864 26,905 102,770

のれんの償却額 － － 42,382 42,382 － 42,382

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額

（注）２

72,776 2,803 885 76,465 3,231 79,697

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用、管理部門等の減価償却費、管理部門等

の有形固定資産及び無形固定資産であります。

２．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、建設仮勘定の増加額は含めておりません。

３．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

【関連情報】

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：千円）
 

日本 アジア 欧州 米州 合計

671,096 141,000 146,332 192,552 1,150,981

（注）１．売上高は、販売先の所在地を基礎とし、国または地域に区分しております。

２．米州地域の売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高154,135千円が含まれて

おります。

(2）有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

国立研究開発法人理化学研究所 230,565 オプティカル事業
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当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：千円）
 

日本 アジア 欧州 米州 合計

904,996 554,089 214,663 234,626 1,908,375

（注）１．売上高は、販売先の所在地を基礎とし、国または地域に区分しております。

２．アジア、米州地域の売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める中国の売上高309,547千円、

米国の売上高225,493千円が含まれております。

(2）有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

Advanced Photon Source Argonne

National Laboratory
216,097 オプティカル事業

国立研究開発法人理化学研究所 209,631 オプティカル事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

      （単位：千円）

 
オプティカル事

業

ライフサイエン
ス・機器開発事

業
その他事業 計 全社・消去

連結財務諸表
計上額

減損損失 － 578 － 578 － 578

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

      （単位：千円）

 
オプティカル事

業

ライフサイエン
ス・機器開発事

業
その他事業 計 全社・消去

連結財務諸表
計上額

減損損失 － 2,803 － 2,803 － 2,803
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

      （単位：千円）

 
オプティカル事

業

ライフサイエン
ス・機器開発事

業
その他事業 計 全社・消去

連結財務諸表
計上額

当期償却額 － － 31,787 31,787 － 31,787

当期末残高 － － 392,042 392,042 － 392,042

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

      （単位：千円）

 
オプティカル事

業

ライフサイエン
ス・機器開発事

業
その他事業 計 全社・消去

連結財務諸表
計上額

当期償却額 － － 42,382 42,382 － 42,382

当期末残高 － － 349,659 349,659 － 349,659

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

　該当事項はありません。
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（関連当事者情報）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり純資産額 379.91円 422.15円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

（△）
△5.48円 40.58円

（注）１.前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当た

り当期純損失のため記載しておりません。

２.当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　   ３.１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　2021年７月１日
至　2022年６月30日）

当連結会計年度
（自　2022年７月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

（△）
  

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主

に帰属する当期純損失（△）（千円）
△32,127 238,189

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（千円）

△32,127 238,189

　普通株式の期中平均株式数（株） 5,860,225 5,869,616

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 － － － －

１年以内に返済予定の長期借入金 75,456 75,456 0.53 －

１年以内に返済予定のリース債務 712 475 － －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 597,419 521,963 0.53 2024年～2031年

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 475 － － －

その他有利子負債 － － － －

合計 674,063 597,894 － －

（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。なお、リース債務につき

ましては、支払利子込み法を採用しているため記載しておりません。

２．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５年間の返済予定額は以下のとおりであ

ります。

 
１年超２年以内

（千円）
２年超３年以内

（千円）
３年超４年以内

（千円）
４年超５年以内

（千円）

長期借入金 75,456 75,456 75,456 75,456

 

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連結会

計年度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の規定に

より記載を省略しております。

 

（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（千円） 230,324 525,486 1,109,299 1,908,375

税金等調整前四半期（当期）

純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）（千円）

△117,613 △124,962 87,973 361,571

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

△83,840 △97,681 42,648 238,189

１株当たり四半期（当期）純

利益又は１株当たり四半期純

損失（△）（円）

△14.30 △16.65 7.27 40.58

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失

（△）（円）

△14.30 △2.36 23.90 33.30
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2022年６月30日）
当事業年度

（2023年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 521,856 496,537

電子記録債権 1,881 1,536

売掛金 234,079 546,128

商品及び製品 41,427 33,652

仕掛品 135,113 95,274

原材料及び貯蔵品 23,150 26,501

前渡金 1,820 1,820

前払費用 13,721 14,358

未収消費税等 26,217 25,955

その他 569 331

流動資産合計 999,836 1,242,096

固定資産   

有形固定資産   

建物 737,203 728,259

構築物 23,068 20,868

機械及び装置 218,458 206,418

車両運搬具 1,835 2,581

工具、器具及び備品 7,344 8,096

土地 340,429 340,429

リース資産 1,100 440

建設仮勘定 32,285 20,487

有形固定資産合計 1,361,726 1,327,581

無形固定資産   

ソフトウエア 7,916 4,790

電話加入権 216 216

水道施設利用権 2,561 2,315

無形固定資産合計 10,693 7,321

投資その他の資産   

投資有価証券 20,000 17,233

関係会社株式 797,402 797,402

出資金 50 50

長期前払費用 2,488 5,766

繰延税金資産 83,410 43,456

その他 200 1,094

投資その他の資産合計 903,552 865,003

固定資産合計 2,275,972 2,199,906

資産合計 3,275,808 3,442,003
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（2022年６月30日）
当事業年度

（2023年６月30日）

負債の部   

流動負債   

買掛金 35,556 100,265

１年内返済予定の長期借入金 ※２ 75,456 ※２ 75,456

リース債務 712 475

未払金 28,344 22,022

未払費用 8,780 39,627

未払法人税等 16,290 39,539

契約負債 167,850 90,846

預り金 7,345 8,552

賞与引当金 13,811 12,772

受注損失引当金 40 -

流動負債合計 354,188 389,557

固定負債   

長期借入金 ※２ 597,419 ※２ 521,963

リース債務 475 -

固定負債合計 597,894 521,963

負債合計 952,082 911,520

純資産の部   

株主資本   

資本金 822,246 828,771

資本剰余金   

資本準備金 782,246 788,771

資本剰余金合計 782,246 788,771

利益剰余金   

利益準備金 381 381

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 314 -

繰越利益剰余金 719,040 913,110

利益剰余金合計 719,736 913,491

自己株式 △502 △550

株主資本合計 2,323,726 2,530,482

純資産合計 2,323,726 2,530,482

負債純資産合計 3,275,808 3,442,003
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②【損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前事業年度

(自　2021年７月１日
　至　2022年６月30日)

 当事業年度
(自　2022年７月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 1,042,444 1,520,273

売上原価   

商品及び製品期首棚卸高 33,659 41,427

当期製品製造原価 406,474 591,721

合計 440,133 633,148

商品及び製品期末棚卸高 41,427 33,652

売上原価合計 398,706 599,495

売上総利益 643,737 920,777

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 653,985 ※１,※２ 700,801

営業利益又は営業損失（△） △10,248 219,975

営業外収益   

受取利息 5 6

受取配当金 1 1

補助金収入 45,166 58,383

為替差益 2,633 479

その他 21 5,579

営業外収益合計 47,827 64,449

営業外費用   

支払利息 3,899 3,923

投資事業組合運用損 - 3,593

その他 - 1,142

営業外費用合計 3,899 8,659

経常利益 33,680 275,766

特別利益   

固定資産売却益 - ※３ 299

特別利益合計 - 299

特別損失   

固定資産除却損 ※４ 442 ※４ 182

減損損失 578 2,803

特別損失合計 1,021 2,986

税引前当期純利益 32,659 273,080

法人税、住民税及び事業税 11,183 39,371

法人税等調整額 376 39,954

法人税等合計 11,560 79,325

当期純利益 21,098 193,754
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

        （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
 

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
 

固定資産
圧縮積立金

特別償却
準備金

繰越利益
剰余金

当期首残高 821,241 781,241 781,241 381 1,667 4,139 692,450 698,637 △365

当期変動額          

当期純利益       21,098 21,098  

新株の発行（新株
予約権の行使）

1,005 1,005 1,005       

固定資産圧縮
積立金の取崩     △1,352  1,352 -  

特別償却準備金の
取崩      △4,139 4,139 -  

自己株式の取得         △137

当期変動額合計 1,005 1,005 1,005 - △1,352 △4,139 26,589 21,098 △137

当期末残高 822,246 782,246 782,246 381 314 － 719,040 719,736 △502

 

   

 株主資本

純資産合計
 

株主資本
合計

当期首残高 2,300,754 2,300,754

当期変動額   

当期純利益 21,098 21,098

新株の発行（新株
予約権の行使）

2,010 2,010

固定資産圧縮
積立金の取崩

- -

特別償却準備金の
取崩

- -

自己株式の取得 △137 △137

当期変動額合計 22,971 22,971

当期末残高 2,323,726 2,323,726
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当事業年度（自　2022年７月１日　至　2023年６月30日）

       （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
 

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
 

固定資産
圧縮積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 822,246 782,246 782,246 381 314 719,040 719,736 △502

当期変動額         

新株の発行（譲渡
制限付株式報酬）

6,525 6,525 6,525      

当期純利益      193,754 193,754  

固定資産圧縮
積立金の取崩     △314 314 -  

自己株式の取得        △48

当期変動額合計 6,525 6,525 6,525 - △314 194,069 193,754 △48

当期末残高 828,771 788,771 788,771 381 - 913,110 913,491 △550

 

   

 株主資本

純資産合計
 

株主資本
合計

当期首残高 2,323,726 2,323,726

当期変動額   

新株の発行（譲渡
制限付株式報酬）

13,050 13,050

当期純利益 193,754 193,754

固定資産圧縮
積立金の取崩

- -

自己株式の取得 △48 △48

当期変動額合計 206,756 206,756

当期末残高 2,530,482 2,530,482
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 関係会社株式

移動平均法による原価法を採用しております。

(2) その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなされるもの）

については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を

純額で取り込む方法によっております。

 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

(1) 商品・貯蔵品

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

(2) 製品・仕掛品・原材料

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

 

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、建物並びに2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）

を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物                   15～50年

機械及び装置           ３～10年

上記以外の有形固定資産 ３～15年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

４．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

 

５．引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

(2) 受注損失引当金

受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注案件のうち、損失発生の可能性が高

く、かつ、当事業年度末時点で当該損失額を合理的に見積もることができる受注案件について、翌事業年度

以降の損失見込額を計上しております。

 

６．収益及び費用の計上基準

当社は、主に光学ミラー、ライフサイエンス・機器開発の製品の製造販売を行っております。

製品の販売に関しては、原則として顧客が製品を検収した時点において、支配が顧客に移転することから履

行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。
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（重要な会計上の見積り）

１．固定資産の減損

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2022年６月30日）

当事業年度

（2023年６月30日）

有形固定資産および無形固定資産残高 1,372,419 1,334,903

減損損失（ライフサイエンス・機器開発事業） 578 2,803

 

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結財務諸表「注記事項（重要な会計上の見積り）１．固定資産の減損」に記載した内容と同一でありま

す。

 

２．関係会社株式の評価

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2022年６月30日）

当事業年度

（2023年６月30日）

関係会社株式（電子科学株式会社の取得原価） 797,402 797,402

 

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社は関係会社株式について、実質価額と取得原価とを比較することにより、減損処理の要否を判断して

おります。電子科学株式会社の株式については、評価に際し超過収益力を実質価額の算定に加味しているた

め、超過収益力に影響を与える事業計画の主要な仮定である販売見込数量の減少が生じた場合、減損処理が

行われる可能性があります。

期末日における電子科学株式会社の超過収益力を加味した実質価額は帳簿価額に比べて著しく低下してお

らず、減損の処理を実施しておりません。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下、「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過

的な取り扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたし

ました。これによる財務諸表に与える影響はありません。

 

（棚卸資産の評価方法の変更）

当社は、商品の評価方法については、個別法に基づく原価法を採用しておりましたが、当事業年度の期首より、移

動平均法による原価法に変更しております。

この評価方法の変更は、ライフサイエンス・機器開発事業の領域において、迅速に在庫金額を把握することによる

利益管理の精緻化及び原材料の高騰による適正な期間損益計算を目的としております。

　なお、この変更による影響額は軽微であり、遡及適用は行っておりません。
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（貸借対照表関係）

１　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、前事業年度において取引銀行３行、当事業年度において３行と当

座貸越契約を締結しております。これらの契約に基づく事業年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残

高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2022年６月30日）
当事業年度

（2023年６月30日）

当座貸越極度額の総額 900,000千円 900,000千円

借入実行残高 － －

差引額 900,000 900,000

 

※２　財務制限条項

前事業年度（2022年６月30日）

　長期借入金については、各年度の年度決算における貸借対照表における純資産の部の金額や損益計算書の経常

利益又は経常損失等を基準とする財務制限条項が付されております。

 

当事業年度（2023年６月30日）

　長期借入金については、各年度の年度決算における貸借対照表における純資産の部の金額や損益計算書の経常

利益又は経常損失等を基準とする財務制限条項が付されております。

 

（損益計算書関係）

※１　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度18.2％、当事業年度21.4％、一般管理費に属する費用のお

およその割合は前事業年度81.8％、当事業年度78.6％であります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前事業年度

（自　2021年７月１日
　　至　2022年６月30日）

　当事業年度
（自　2022年７月１日

　　至　2023年６月30日）

販売手数料 7,293千円 2,399千円

役員報酬 95,412 85,027

給料手当 75,657 81,859

賞与引当金繰入額 5,507 4,742

減価償却費 28,158 27,089

研究開発費 242,776 252,920

 

※２　一般管理費に含まれる研究開発費の総額

 
　前事業年度

（自　2021年７月１日
　　至　2022年６月30日）

　当事業年度
（自　2022年７月１日

　　至　2023年６月30日）

 242,776千円 252,920千円

 

※３　固定資産売却益の内容は、次のとおりであります

 
前事業年度

（自　2021年７月１日
　至　2022年６月30日）

当事業年度
（自　2022年７月１日
　至　2023年６月30日）

車両運搬具 －千円 299千円

　　　　　　　　　　計 － 299

 

※４　固定資産除却損の内容は、次のとおりであります

 
前事業年度

（自　2021年７月１日
　至　2022年６月30日）

当事業年度
（自　2022年７月１日
　至　2023年６月30日）

建物 －千円 182千円

構築物 442 －

　　　　　　　　　　計 442 182
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（有価証券関係）

　前事業年度（2022年６月30日）

子会社株式は市場価格のない株式等のため、子会社株式の時価を記載しておりません。

なお、市場価格のない株式等の子会社株式の貸借対照表計上額は次のとおりであります。

 （単位：千円）

区分
前事業年度

（2022年６月30日）

子会社株式 797,402

 

　当事業年度（2023年６月30日）

子会社株式は市場価格のない株式等のため、子会社株式の時価を記載しておりません。

なお、市場価格のない株式等の子会社株式の貸借対照表計上額は次のとおりであります。

 （単位：千円）

区分
当事業年度

（2023年６月30日）

子会社株式 797,402
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（2022年６月30日）
 

当事業年度
（2023年６月30日）

繰延税金資産    

税務上の繰越欠損金 62,047千円  15,602千円

未払事業税 1,633  3,155

賞与引当金 4,922  4,549

株式報酬費用 －  2,564

棚卸資産評価損 900  1,655

減価償却費 8,711  10,501

減損損失 157  820

研究開発費 5,772  7,756

投資事業組合運用損 -  583

その他 359  1,326

繰延税金資産小計 84,505  48,515

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △945  △5,059

評価性引当額小計 △945  △5,059

繰延税金資産合計 83,559  43,456

繰延税金負債    

固定資産圧縮積立金 △148  －

繰延税金負債合計 △148  －

繰延税金資産の純額 83,410  43,456

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（2022年６月30日）

 

 

当事業年度

（2023年６月30日）

法定実効税率 　法定実効税率と税効果会計

適用後の法人税等の負担率と

の間の差異が法定実効税率の

100分の５以下であるため注

記を省略しております。

 30.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目  0.2

試験研究費等の税額控除  △4.4

住民税均等割  1.6

評価性引当額の増減   1.5

その他   △0.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率   29.0

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）」に

同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額

（千円）

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 882,112 25,187 197 907,102 178,843 33,949 728,259

構築物 30,620 144 － 30,765 9,896 2,344 20,868

機械及び装置 721,355 45,137
254

(254)
766,238 559,820 56,923 206,418

車両運搬具 11,821 1,766 2,569 11,019 8,437 1,021 2,581

工具、器具及び備品 31,717 6,575
2,549

(2,549)
35,743 27,646 3,273 8,096

土地 340,429 － － 340,429 － － 340,429

リース資産 3,960 － － 3,960 3,520 660 440

建設仮勘定 32,285 74,862 86,660 20,487 － － 20,487

有形固定資産計 2,054,303 153,674
92,231

(2,803)
2,115,746 788,165 98,172 1,327,581

無形固定資産        

ソフトウェア 19,253 － － 19,253 14,462 3,125 4,790

電話加入権 216 － － 216 － － 216

水道施設利用権 3,692 － － 3,692 1,377 246 2,315

無形固定資産計 23,162 － － 23,162 15,840 3,371 7,321

長期前払費用 2,750 4,471 978 6,243 477 215 5,766

（注）１．当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。

建物 栃木生産技術センター 22,749千円

機械及び装置 大型オスカー 13,381千円

機械及び装置 干渉計 9,980千円

　　　２．「当期減少額」欄の（　）は内数で当期の減損損失計上額であります。

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

賞与引当金 13,811 12,772 13,811 － 12,772

受注損失引当金 40 － 40 － －

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

（３）【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 毎年７月１日から翌年６月30日まで

定時株主総会 事業年度末日の翌日から３ヶ月以内

基準日 毎年６月30日

剰余金の配当の基準日
毎年６月30日

毎年12月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

取扱場所
大阪府大阪市中央区伏見町三丁目６番３号

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱UFJ信託銀行株式会社

取次所 －

買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法

当社の公告方法は、電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由

によって電子公告による公告をできない場合は、日本経済新聞に掲載して行

う。公告掲載URL：https://www.j-tec.co.jp

株主に対する特典 該当事項はありません。

（注）　当会社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができない

旨、定款に定めております。

　　(1) 会社法第189条第２項各号に掲げる権利

　　(2) 会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

　　(3) 株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1)有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

　 事業年度　第29期（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）2022年９月30日近畿財務局長に提出。

 

(2)訂正有価証券報告書及び確認書

　 事業年度　第29期（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）2022年10月31日近畿財務局長に提出。

 

(3)内部統制報告書及びその添付書類

　 2022年９月30日近畿財務局長に提出。

 

(4)四半期報告書及び確認書

　 （第30期第１四半期）（自　2022年７月１日　至　2022年９月30日）2022年11月14日近畿財務局長に提出。

　 （第30期第２四半期）（自　2022年10月１日　至　2022年12月31日）2023年２月13日近畿財務局長に提出。

　 （第30期第３四半期）（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）2023年５月15日近畿財務局長に提出。

 

(5)臨時報告書

　 企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に

基づく臨時報告書

　 2022年９月30日近畿財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテックコーポレーション(E33777)

有価証券報告書

88/95



 

 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

 2023年９月28日

株式会社ジェイテックコーポレーション  

 取締役会　御中 

 

 仰 星 監 査 法 人  

 大阪事務所  

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 許　　　仁　九

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 池　上　由　香

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ジェイテックコーポレーションの2022年７月１日から2023年６月30日までの連結会計年度の連結財務諸表、

すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フ

ロー計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行っ

た。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ジェイテックコーポレーション及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会

計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果

たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当連結会計年度の連結財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要

であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、連結財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形

成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

 

電子科学株式会社に係るのれんの評価

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　注記事項（重要な会計上の見積り）に記載されていると

おり、会社は、2023年６月30日現在、連結貸借対照表上、

349,659千円ののれんを計上している。

　当該のれんは電子科学株式会社（以下、「同社」とい

う。）株式の取得により計上されたものであり、同社の既

存の収益獲得力を考慮した事業計画を基礎とし、超過収益

力として算定されている。のれんは規則的に償却される

が、超過収益力が毀損する場合には、減損損失が計上され

る可能性がある。

　会社は、事業計画の達成状況をモニタリングすることに

よって、減損の兆候の有無の判定を行っている。

　超過収益力に影響を与える事業計画の基礎となる主要な

仮定は、注記事項（重要な会計上の見積り）に記載のとお

り販売見込数量である。

　事業計画における主要な仮定は不確実性を伴い、のれん

の評価については経営者による判断が介在することから、

当監査法人は、当該事項を監査上の主要な検討事項に該当

するものと判断した。

　当監査法人は、同社に係るのれんの評価を検討するに当

たり、主に以下の監査手続を実施した。

・同社の事業内容及び事業計画の概要、市場環境等につい

て、同社の経営者に質問を実施した。

・同社の超過収益力に重要な影響を与える事象の発生の有

無について経営者に質問を実施することにより、超過収益

力の毀損がないかどうか検討した。

・超過収益力に影響を与える事業計画における主要な仮定

について、以下の監査手続を実施することにより、その適

切性を検討した。

イ　同社の事業計画について、取締役会によって承認され

た連結予算との整合性を検証するとともに、販売見込

数量の実現可能性について経営者と協議を行った。

ロ　経営者が前提とする販売見込数量について、過去実績

からの趨勢分析を実施した。

ハ　経営者が見込んでいる売上総利益について、過去実績

からの趨勢分析を実施するとともに、販売見込数量と

の整合性を検証した。

 

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテックコーポレーション(E33777)

有価証券報告書

90/95



その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書以

外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任

は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の連結財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記

載内容に対して意見を表明するものではない。

　連結財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容

と連結財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよ

うな重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

連結財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利用者の

意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査

証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付

ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記事項に注意

を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか

どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎となる取引

や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入

手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に

対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会と協議した事項のうち、当連結会計年度の連結財務諸表の監査で特に重要であると判断

した事項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁

止されている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上

回ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。
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＜内部統制監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ジェイテックコーポ

レーションの2023年６月30日現在の内部統制報告書について監査を行った。

　当監査法人は、株式会社ジェイテックコーポレーションが2023年６月30日現在の財務報告に係る内部統制は有効である

と表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準

に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統制

監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適

切な監査証拠を入手したと判断している。

 

内部統制報告書に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

内部統制監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかについ

て合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにあ

る。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び適用

される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部

統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人

は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を

負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、識

別した内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項につ

いて報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上

　（注）１．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

 2023年９月28日

株式会社ジェイテックコーポレーション  

 取締役会　御中 

 

 仰 星 監 査 法 人  

 大阪事務所  

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 許　　　仁　九

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 池　上　由　香

 

 

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ジェイテックコーポレーションの2022年７月１日から2023年６月30日までの第30期事業年度の財務諸表、す

なわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査

を行った。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

ジェイテックコーポレーションの2023年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全て

の重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫

理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査

法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であると

判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成において対

応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

 

関係会社株式の評価

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　注記事項（重要な会計上の見積り）に記載されていると

おり、会社は、2023年６月30日現在、貸借対照表上、関係

会社株式として電子科学株式会社（以下、「同社」とい

う。）株式797,402千円を計上している。

　当該株式の取得原価は将来の超過収益力を反映して決定

されており、会社は、同社株式の評価に際し超過収益力を

実質価額の算定に加味しているため、超過収益力の評価が

株式評価の重要な要素となる。

　超過収益力に影響を与える事業計画の基礎となる主要な

仮定は、注記事項（重要な会計上の見積り）に記載のとお

り販売見込数量である。

　事業計画における主要な仮定は不確実性を伴い、関係会

社株式の評価については経営者による判断が介在すること

から、当監査法人は、当該事項を監査上の主要な検討事項

に該当するものと判断した。

　当監査法人は、同社株式の評価を検討するに当たり、主

に以下の監査手続を実施した。

・同社株式の取得原価に含まれる超過収益力は、連結財務

諸表上、「のれん」として計上されており、当該のれんに

対しては、連結財務諸表の監査報告書における監査上の主

要な検討事項に記載の監査上の対応を実施した。

・同社株式の実質価額の算定基礎となる同社の財務情報に

ついて実施した監査手続とその結果に基づき、当該財務情

報の信頼性を検討した。

・関係会社株式の評価の妥当性を検討するため、同社の超

過収益力を反映した実質価額と帳簿価額とを比較検討し

た。
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その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書以

外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任

は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内

容に対して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要

な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ

る場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな

いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影

響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査

証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実

施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付け

る。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚起

すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見を表

明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう

かとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象を

適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事項

を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止されて

いる場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回ると合

理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

　（注）１．上記の監査報告書の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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